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一　

は
じ
め
に

　

京
城
帝
国
大
学
（
以
下
、京
城
帝
大
）
は
、日
本
帝
国
が
朝
鮮
に
対
す
る
「
科

学
的
植
民
」
を
実
験
す
る
た
め
に
設
け
た
朝
鮮
最
初
の
近
代
的
大
学
で
あ

る
。
こ
の
新
し
い
制
度
は
、
朝
鮮
に
対
す
る
「
保
護
政
治
」
が
始
ま
っ
て

以
来
、
植
民
地
権
力
が
推
進
し
て
き
た
、
朝
鮮
の
「
民
度
調
査
事
業
」
の

成
果
を
全
体
と
し
て
「
学
術
制
度
」
の
次
元
に
転
移
さ
せ
る
と
と
も
に
、

ア
カ
デ
ミ
ズ
ム
を
新
た
に
本
国
か
ら
朝
鮮
に
直
接
移
植
す
る
、
と
い
う
二

つ
の
過
程
を
統
合
し
て
達
成
さ
れ
た（

（
（

。

　

植
民
地
権
力
は
、
大
学
の
設
立
を
通
じ
て
、
当
時
「
植
民
地
主
義
に
よ

る
知
の
拘
束
に
対
抗
し
た
学
の
独
立
精
神
」
の
た
め
に
推
進
さ
れ
て
い
た

「
民
立
大
学
」
設
立
運
動
を
、
改
良
す
る
と
い
う
道
に
よ
っ
て
懐
柔
し
よ

う
と
し
た
（
朴
光
賢
一
九
九
九
：
三
六
一
頁
）。
こ
の
よ
う
に
し
て
京
城
帝
大
は
、

「
民
立
大
学
」
設
立
へ
の
民
衆
的
熱
望
と
、前
代
の
朝
鮮
人
学
術
の
伝
統
を
、

ア
カ
デ
ミ
ズ
ム
か
ら
制
度
的
に
排
除
し
た
。
特
に
学
術
研
究
者
と
い
う
側

面
か
ら
見
る
と
、
日
本
語
学
術
の
実
践
場
で
あ
っ
た
京
城
帝
大
は
、
自
ず

と
朝
鮮
語
学
術
の
伝
統
を
ア
カ
デ
ミ
ズ
ム
（
と
し
て
の
京
城
帝
大
）
の
周

辺
に
追
い
込
む
こ
と
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。

　

近
代
日
本
の
学
問
の
発
展
様
相
を
ア
カ
デ
ミ
ズ
ム
と
民
間
学
の
対
立
の

構
図
と
し
て
把
握
し
た
鹿
野
政
直
（
一
九
八
三
：
二
六
頁
）
を
引
用
す
れ
ば
、

朝
鮮
の
京
城
帝
大
の
成
立
は
、「
ア
カ
デ
ミ
ズ
ム
に
よ
っ
て
国
家
が
武
装

し
た
と
い
う
体
系
」
が
朝
鮮
に
延
長
さ
れ
た
こ
と
を
意
味
す
る
。
と
り
わ

け
、「
国
史
学
＝
日
本
史
」
や
「
国
語
国
文
学
＝
日
本
語
日
本
文
学
」
に

体
現
さ
れ
る
「
国
家
学
」
の
朝
鮮
へ
の
「
進
出
」
は
、
本
国
（
日
本
）
ア

カ
デ
ミ
ズ
ム
の
直
接
的
な
朝
鮮
へ
の
移
植
の
性
格
、
つ
ま
り
京
城
帝
大
の

性
格
を
規
定
す
る
重
要
な
意
味
を
持
っ
て
い
た
と
言
え
る
。

植
民
地
朝
鮮
へ
の
「
国
文
学
」
の
移
植
と
高
木
市
之
助

朴　
　
　

光　

賢
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本
稿
で
は
、
そ
の
中
の
「
国
語
国
文
学
」
の
朝
鮮
「
進
出
」
の
意
味
と
、

ま
た
、「
国
文
学
」
の
伝
道
師
と
し
て
講
座
を
担
当
す
る
た
め
に
朝
鮮
に

渡
っ
て
き
た
高
木
市
之
助
の
朝
鮮
の
記
憶
と
経
験
を
通
じ
て
植
民
地
朝
鮮

に
お
け
る
「
国
文
学
」
の
性
格
を
考
察
す
る
も
の
で
あ
る
。

二　

京
城
帝
国
大
学
の
文
学
科
の
構
成

　

京
城
帝
大
に
お
け
る
文
学
講
座
は
、
本
科
の
開
講
さ
れ
た
一
九
二
六
年

に
は
、「
朝
鮮
語
学
・
朝
鮮
文
学
」
第
一
講
座
・
第
二
講
座
と
と
も
に
、「
国

語
学
・
国
文
学
」、「
支
那
語
学
・
支
那
文
学
」、「
外
国
語
学
・
外
国
文
学
」

が
そ
れ
ぞ
れ
一
講
座
ず
つ
の
、
合
わ
せ
て
五
つ
の
講
座
が
開
設
さ
れ
た
。

　

植
民
地
大
学
に
ふ
さ
わ
し
い「
朝
鮮
そ
の
も
の
の
研
究
」の
た
め
の「
特

種
の
学
部
」
と
い
う
配
慮
に
よ
っ
て
開
設
さ
れ
た
「
朝
鮮
語
学
・
朝
鮮
文

学
」（
以
下
、「
朝
鮮
文
学
」）
講
座
は
、
高
橋
亨
と
小
倉
進
平
が
担
当
し
た
。

こ
の
二
人
は
、
朝
鮮
史
学
の
第
二
講
座
を
担
当
し
て
い
た
小
田
省
吾
と
と

も
に
、
植
民
地
官
僚
出
身
の
京
城
帝
大
教
授
を
代
表
す
る
人
物
で
あ
る
。

な
お
、
彼
ら
は
朝
鮮
の
「
民
度
調
査
事
業
」
を
「
学
術
制
度
」
の
次
元
に

転
移
さ
せ
る
過
程
に
お
い
て
、
誰
よ
り
も
大
き
な
役
割
を
果
た
し
た
。

　

本
稿
で
取
り
上
げ
る
、
こ
の
大
学
の
「
国
語
学
・
国
文
学
」（
以
下
、「
国

文
学
」）
講
座
は
、日
本
の
「
国
文
学
者
」
が
、初
め
て
「
外
地
」
へ
の
「
進

出
」
と
い
う
実
験
を
行
っ
た
学
科
で
も
あ
る
。
こ
れ
に
よ
っ
て
、
朝
鮮
に

お
け
る
教
育
科
目
と
し
て
、「
国
語
＝
日
本
語
」
で
は
な
い
、
学
問
と
し

て
の
「
国
文
学
」
と
い
う
制
度
が
成
立
し
た
と
言
え
る
。
最
初
は
、
東
京

帝
国
大
学
（
以
下
、
東
京
帝
大
）
国
文
学
科
出
身
の
高
木
市
之
助
が
担
当
す

る
一
つ
の
講
座
の
み
が
開
設
さ
れ
、
比
較
的
小
さ
な
形
で
始
ま
っ
た
が
、

次
第
に
「
内
地
延
長
主
義
」
の
「
国
民
意
識
と
国
民
拡
張
」
と
い
う
理
念

を
代
表
す
る
「
国
史
学
」
と
と
も
に
、
そ
の
規
模
を
拡
大
し
て
い
っ
た
。

　

赴
任
後
ま
も
な
く
、
高
木
は
教
授
会
で
「
国
語
学
」
と
「
国
文
学
」
と

は
そ
の
性
格
が
異
な
る
た
め
、
別
々
に
開
設
さ
れ
る
べ
き
だ
と
提
案
し
た
。

そ
の
提
案
が
受
け
入
れ
ら
れ
た
一
九
二
八
年
に
、
第
二
講
座
の
担
当
教
員

と
し
て
時
枝
誠も
と

記き

が
、
東
京
帝
大
国
語
国
文
学
第
一
講
座
担
当
助
教
授
で

あ
っ
た
橋
本
進
吉
の
推
薦
に
よ
っ
て
赴
任
し
た
。
そ
し
て
、
一
九
二
八
年

に
は
、
岡
山
の
第
六
高
等
学
校
に
在
職
中
で
あ
っ
た
麻
生
磯
次（

（
（

が
赴
任
し
、

「
国
文
学
」
講
座
を
担
当
す
る
よ
う
に
な
っ
た
が
、
そ
れ
は
実
質
的
に
は

第
三
講
座
と
呼
べ
る
も
の
で
あ
っ
た
。
高
木
が
退
任
す
る
一
九
三
九
年
に

は
麻
生
が
第
一
講
座
に
、
麻
生
の
後
任
に
は
荻
原
浅
男
が
新
し
く
赴
任
し
、

こ
の
三
講
座
体
制
は
終
戦
ま
で
維
持
さ
れ
た（

（
（

。
そ
れ
は
、
教
員
の
採
用
面

に
お
い
て
疎
外
さ
れ
た
「
朝
鮮
文
学
」
講
座
と
は
全
く
異
な
る
様
相
を
呈

し
て
い
た（

（
（

。

　

そ
の
他
、
京
城
帝
大
法
文
学
部
に
は
、
朝
鮮
の
地
政
学
的
特
徴
、
つ
ま

り
「
東
洋
」
と
い
う
理
念
に
対
応
す
る
「
支
那
語
・
支
那
文
学
」（
以
下
、「
支

那
文
学
」）
講
座
や
、「
東
洋
」
と
い
う
文
化
的
同
質
性
を
逆
規
定
す
る
た

め
に
、
そ
の
対
立
項
で
あ
る
「
外
国
語
学
・
外
国
文
学
」（
以
下
、「
外
国
文

学
」）
講
座
が
開
設
さ
れ
た
。

　

開
校
当
時
、「
支
那
文
学
」
講
座
は
児
島
献
吉
郎
が
担
当
し
た
。
一
九

三
〇
年
に
児
島
が
退
任
し
た
後
は
、
一
九
三
一
年
に
赴
任
し
た
辛
島
驍た
け
し、

「
美
学
・
美
学
史
」
担
当
の
田
中
豊
蔵
が
分
担
し
た
が
、
や
が
て
辛
島
が
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一
人
で
担
当
し
た
。「
外
国
文
学
」
講
座
は
、
英
文
学
者
の
佐
藤
清
が
担

当
し
た
講
座
が
唯
一
の
も
の
で
あ
る
。「
学
科
編
成
」
規
定
の
「
外
国
語

履
修
規
程
」
第
一
条
に
よ
っ
て
開
設
さ
れ
た
、
英
語
、
ギ
リ
シ
ア
語
、
フ

ラ
ン
ス
語
、
ド
イ
ツ
語
な
ど
が
あ
り
、
こ
の
講
座
に
は
大
抵
ネ
イ
テ
ィ
ヴ
・

ス
ピ
ー
カ
ー
を
採
用
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
し
か
し
、
こ
れ
ら
は
、
東
京

帝
大
の
場
合
と
異
な
り
、
専
攻
（
学
科
＝
学
問
）
と
し
て
認
め
ら
れ
て
お

ら
ず
、
教
養
履
修
講
座
に
過
ぎ
な
か
っ
た
。
実
際
に
「
外
国
文
学
」
の
代

表
格
と
言
え
る
「
英
吉
利
語
学
・
英
吉
利
文
学
」
の
み
が
、
唯
一
専
攻
と

し
て
認
め
ら
れ
た
の
で
あ
る
。
そ
れ
に
も
か
か
わ
ら
ず
、「
外
国
文
学
」

を
講
座
名
と
し
て
定
め
た
の
は
、
先
に
指
摘
し
た
よ
う
に
、「
東
洋
」
と

い
う
文
化
的
同
質
性
に
よ
っ
て
、
朝
鮮
を
規
定
す
る
こ
と
を
企
図
し
た
こ

と
を
意
味
す
る
。
そ
れ
は
、「
外
国
文
学
」
第
二
講
座
が
設
け
ら
れ
、
こ

れ
を
担
当
し
た
寺
井
邦
男
（
英
語
学
・
英
語
小
説
担
当
）
が
赴
任
し
た
後

も
続
く
。
寺
井
は
留
学
後
、
一
九
二
七
年
に
人
事
発
令
を
受
け
て
赴
任
し
、

一
九
三
七
年
に
退
任
し
た
。
や
は
り
英
文
学
専
攻
の
中
島
文
雄
が
後
任
を

引
き
受
け
る
こ
と
に
な
り
、「
外
国
文
学
」
講
座
と
言
っ
て
も
、
実
質
的

に
は
英
文
学
専
攻
の
み
が
開
設
、
維
持
さ
れ
た
こ
と
が
わ
か
る
。

三　

近
代
日
本
「
国
文
学
」
の
移
植
実
験
と
高
木
市
之
助

三
―
一　

高
木
市
之
助
の
記
憶

　

国
民
の
歴
史
の
代
表
と
さ
れ
て
き
た
「
国
文
学
史
」
の
外
地
へ
の
は
じ

め
て
の
移
植
実
験
は
、言
う
ま
で
も
な
く
、「
国
文
学
」講
座
を
通
し
て
、「
内

地
延
長
主
義
」
に
基
づ
き
、
朝
鮮
で
国
民
理
念
の
拡
張
を
実
践
す
る
た
め

の
も
の
で
あ
っ
た
。
そ
の
た
め
、
高
木
の
「
国
文
学
」
講
座
は
、「
内
地
」

の
「
国
民
一
般
」
と
植
民
地
民
族
と
の
差
異
が
存
在
す
る
に
も
か
か
わ
ら

ず
、
そ
の
差
異
を
消
滅
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
、
あ
る
い
は
、
そ
う
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
、
と
い
う
当
為
の
政
治
性
の
上
に
設
立
さ
れ
た
も
の
で

あ
っ
た
と
言
え
る
。
言
語
に
よ
っ
て
表
象
さ
れ
る
文
学
は
、
や
は
り
言
語

に
よ
っ
て
差
異
が
示
さ
れ
る
。「
国
文
学
」
も
「
国
語
」
に
よ
っ
て
表
象

さ
れ
、
外
部
と
の
差
異
が
浮
き
彫
り
に
な
る
。
も
し
朝
鮮
に
お
け
る
日
本

文
学
を
、「
国
文
学
」
と
し
て
位
置
付
け
る
こ
と
が
可
能
に
な
っ
た
な
ら
ば
、

そ
こ
に
は
差
異
を
超
越
す
る
何
ら
か
の
理
念
が
作
用
し
た
と
し
か
思
え

な
い
。

　

一
九
二
二
年
の
「
朝
鮮
教
育
令
」
に
明
示
さ
れ
た
よ
う
に
、
京
城
帝
大

は
、「
国
語
を
使
用
す
る
者
」
へ
と
誘
導
す
る
「
国
民
」
の
制
度
で
あ
る
。

朝
鮮
人
が
「
国
民
」
で
あ
れ
ば
、
朝
鮮
文
学
も
民
族
文
学
の
地
位
か
ら
抜

け
出
し
、
新
し
く
規
定
さ
れ
た
「
国
文
学
」
に
従
属
す
る
は
ず
で
あ
る
が
、

現
実
は
そ
う
で
は
な
か
っ
た
。
京
城
帝
大
法
文
学
部
の
講
座
構
成
か
ら
わ

か
る
よ
う
に
、「
国
文
学
」
は
「
国
家
学
」
と
し
て
権
威
あ
る
も
の
で
あ
っ

た
か
も
し
れ
な
い
が
、
朝
鮮
文
学
は
こ
れ
か
ら
相
対
化
＝
他
者
化
さ
れ
た

学
科
と
し
て
存
在
し
て
い
た
の
で
あ
る
。

　

京
城
帝
大
の
設
立
後
に
も
民
族
の
原
則
に
従
っ
て
い
た
朝
鮮
文
学
史
は
、

そ
の
よ
う
な
「
国
文
学
」
の
本
質
と
原
則
に
離
反
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。

理
念
の
面
に
お
い
て
、「
国
文
学
史
」
に
相
対
的
で
あ
り
な
が
ら
、
方
法

の
面
に
お
い
て
「
国
文
学
史
」
を
模
倣
し
て
存
在
す
る
と
い
う
二
重
性
こ

そ
、
朝
鮮
に
「
進
出
」
し
て
き
た
「
国
文
学
史
」
に
対
す
る
朝
鮮
文
学
史
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の
性
格
と
言
え
る
。

　

京
城
帝
大
の
「
国
文
学
」
講
座
に
は
、
東
京
帝
大
国
文
学
の
歴
史
を
背

負
う
高
木
市
之
助
を
筆
頭
に
、
時
枝
誠
記
、
麻
生
磯
次
、
荻
原
浅
男
が
担

当
教
員
と
し
て
勤
務
し
た
。
そ
の
中
の
一
人
、
高
木
は
、
病
床
で
、
自
分

自
身
の「
国
文
学
」の
歴
史
に
つ
い
て
の
最
後
の
二
つ
の
聞
き
書
き
に
よ
っ

て
、
植
民
地
朝
鮮
に
お
け
る
「
国
文
学
」
の
歴
史
を
記
録
に
残
し
て
い
る
。

そ
の
一
つ
は
、「
自
伝
そ
の
も
の
が
学
史
」（
池
田
彌
三
郎
「
解
説
」『
高
木
市

之
助
全
集
』
第
九
巻
：
五
七
〇
頁
）
と
い
う
『
国
文
学
五
十
年
』（

5
（

で
あ
り
、
も

う
一
つ
は
「
わ
た
し
の
懺
悔
録
」
と
い
う
副
題
の
『
尋
常
小
学
国
語
読
本
』

で
あ
る
。

　

本
稿
で
は
、
こ
の
二
つ
の
本
に
表
れ
た
、
高
木
の
朝
鮮
に
お
け
る
記
憶

を
中
心
に
、
彼
の
朝
鮮
で
の
経
験
や
、
朝
鮮
で
構
想
し
て
い
た
「
国
文
学
」

講
座
の
性
格
に
つ
い
て
考
察
す
る
。
ま
ず
、
高
木
自
身
の
「
懺
悔
録
」
に

よ
っ
て
、
彼
が
朝
鮮
に
渡
る
前
に
、
朝
鮮
を
ど
の
よ
う
に
想
像
し
て
い
た

の
か
を
見
た
い
。

　
『
尋
常
小
学
国
語
読
本
』
は
、
一
九
二
〇
年
代
か
ら
、「
し
が
な
い
官
僚

の
端
く
れ
」
と
高
木
が
自
称
す
る
「
図
書
監
修
官
」
と
し
て
文
部
省
に
入

り
、
教
科
書
を
制
作
し
た
経
歴
を
「
懺
悔
録
」
の
一
つ
と
し
て
世
に
残
し

た
も
の
で
あ
る
。
高
木
は
、
手
紙
の
形
式
で
京
城
の
風
景
を
自
ら
叙
述
し

た
文
章
「
京
城
の
友
か
ら
」
に
触
れ
な
が
ら
、「
植
民
地
政
策
の
片
わ
れ
」

と
し
て
京
城
帝
大
で
活
動
し
て
い
た
頃
の
自
分
と
オ
ー
バ
ー
ラ
ッ
プ
さ
せ

て
、
戦
前
の
自
分
を
「
懺
悔
」
し
て
い
る
。

　

こ
れ
も
現
地
へ
行
か
ず
に
、
当
時
の
朝
鮮
総
督
府
発
行
の
資
料
や

何
か
を
参
考
に
し
て
書
い
た
も
の
で
す
。
そ
の
資
料
に
よ
れ
ば
、
京

城
の
周
囲
の
山
は
大
理
石
で
で
き
て
お
り
、
松
が
生
え
て
い
る
と
書

い
て
あ
る
か
ら
、
わ
た
し
は
、
日
本
の
風
景
か
ら
連
想
し
て
白
砂
青

松
と
い
っ
た
イ
メ
ー
ジ
を
勝
手
に
作
り
上
げ
て
い
ま
し
た
。
と
こ
ろ

が
、
こ
れ
は
数
年
後
の
話
に
な
り
ま
す
が
、
わ
た
し
が
新
設
の
京
城

帝
大
の
教
授
と
し
て
現
地
に
赴
任
し
て
見
ま
す
と
、
ま
る
で
想
像
と

は
違
っ
た
景
色
だ
っ
た
の
で
驚
い
て
し
ま
い
ま
し
た
。

 

（
高
木
述
・
深
萱
録
一
九
七
六
：
八
二
頁
）

　

京
城
帝
大
に
赴
任
以
前
の
高
木
の
朝
鮮
経
験
は
、
こ
の
よ
う
に
想
像
を

通
し
て
の
み
創
り
上
げ
ら
れ
た
も
の
で
あ
っ
た
。高
木
の
言
う
よ
う
に「
京

城
の
友
か
ら
」
は
、
リ
ア
リ
ズ
ム
を
欠
如
し
て
い
た
。
朝
鮮
総
督
府
の
資

料
を
も
と
に
、「
白
砂
」
と
「
青
松
」
に
代
表
さ
れ
る
朝
鮮
の
風
景
は
、

権
力
が
作
っ
た
恣
意
的
イ
メ
ー
ジ
を
経
由
し
た
他
者
の
風
景
で
し
か
な
い
。

実
際
の
教
科
書
『
国
語
読
本
』
に
は
、「
市
街
の
周
囲
を
取
囲
ん
だ
山
々

は
地
は
だ
が
白
く
、そ
れ
に
松
が
ま
ば
ら
は
生
え
て
ゐ
ま
す
」（
同
：
八
〇
頁
）

と
あ
る
。

　

そ
の
執
筆
過
程
に
お
い
て
、
植
民
地
政
策
に
基
づ
く
想
像
力
が
作
用
し

た
。
そ
し
て
、
そ
の
想
像
力
は
「
朝
鮮
総
督
府
発
行
資
料
」
に
依
拠
す
る

も
の
で
あ
っ
た
。「
本
町
通
」、「
黄
金
町
通
」、「
鐘
し
ょ
う

路ろ

通
」
な
ど
の
日
本

名
の
町
や
、
朝
鮮
神
社
、
朝
鮮
総
督
府
、
朝
鮮
ホ
テ
ル
、
朝
鮮
銀
行
、
軍

司
令
部
や
龍
山
停
車
場
な
ど
の
植
民
地
権
力
の
象
徴
と
な
る
建
物
や
施
設
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で
点
綴
さ
れ
た
想
像
の
中
の
風
景
こ
そ
が
、
自
己
＝
日
本
化
さ
れ
た
朝
鮮

の
イ
メ
ー
ジ
で
あ
っ
た
。
つ
ま
り
、
そ
れ
は
、
植
民
地
権
力
が
植
民
地
を

自
己
＝
日
本
化
し
て
ゆ
く
過
程
で
形
成
さ
れ
た
イ
メ
ー
ジ
の
典
型
で
あ
っ

た
の
で
あ
る
。

　

高
木
の
「
国
文
学
史
」
は
「
世
界
文
学
に
対
す
る
国
文
学
の
特
質
の
優

越
」
を
実
現
す
る
任
務
を
担
う
民
族
主
義
に
根
ざ
し
て
い
る
。
こ
こ
で
私

は
い
く
つ
か
の
疑
問
を
持
た
ざ
る
を
得
な
い
。
高
木
は
「
国
文
学
」
拡
張

の
伝
令
士
と
し
て
朝
鮮
へ
と
向
か
い
、
そ
の
「
国
文
学
」
を
契
機
に
、
異

民
族
で
あ
る
朝
鮮
人
と
ど
の
よ
う
な
接
点
の
も
と
で
向
き
合
っ
て
い
た
の

で
あ
ろ
う
か
。「
ま
る
で
想
像
と
は
違
っ
た
景
色
」
の
朝
鮮
、
す
な
わ
ち

文
学
史
に
当
て
は
め
て
言
う
と
、「
ま
る
で
違
っ
た
朝
鮮
文
学
」
を
前
に
、

高
木
は
自
己
＝
国
文
学
を
ど
の
よ
う
に
表
現
し
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
こ
の

問
題
が
本
稿
の
次
の
課
題
で
あ
る
。

三
―
二　

ア
カ
デ
ミ
ズ
ム
の
「
国
文
学
」
の
中
へ
、
そ
し
て
朝
鮮
へ

　
『
国
文
学
五
十
年
』
の
構
成
か
ら
わ
か
る
よ
う
に
、
高
木
は
自
分
の
学

問
史
を
回
顧
す
る
中
で
、
ア
カ
デ
ミ
ズ
ム
と
の
関
係
を
極
め
て
重
要
な
位

置
に
置
い
て
い
る
。
高
木
は
ア
カ
デ
ミ
ズ
ム
に
つ
い
て
、「
東
京
帝
国
大

学
と
い
う
古
城
の
よ
う
な
威
厳
に
充
ち
」（
高
木
一
九
六
七
：
四
三
頁
）
て
い

た
と
表
現
し
、「
当
時
の
赤
門
の
ア
カ
デ
ミ
ッ
ク
な
あ
ま
り
に
ア
カ
デ
ミ
ッ

ク
な
空
気
」（
同
：
五
一
頁
）
に
孤
独
感
さ
え
感
じ
て
い
た
。
そ
し
て
、
自

分
を
育
て
て
く
れ
た
ア
カ
デ
ミ
ズ
ム
の
世
界
は
、
外
部
か
ら
は
隔
絶
さ
れ

て
い
た
と
言
う
。
さ
ら
に
、
肝
心
な
自
分
さ
え
も
隔
絶
さ
れ
て
い
る
、
と

い
う
事
実
を
意
識
で
き
な
か
っ
た
（
同
：
七
九
頁
）。
敗
戦
後
、
私
学
に
勤

め
る
よ
う
に
な
っ
た
時
、「
帝
国
と
か
文
部
省
と
か
い
う
拘
束
」
か
ら
解

放
感
を
感
じ
た
ほ
ど
に
、
京
城
帝
大
当
時
の
「
国
文
学
」
は
「
閉
塞
的
拘

束
的
」
で
あ
っ
た
と
自
分
自
身
を
振
り
返
っ
て
い
る
（
同
：
一
六
八
～
一
六

九
頁
）。

　

日
本
の
制
度
上
の
「
国
文
学
科
」
は
、一
八
八
九
年
に
帝
国
大
学
の
「
和

文
学
科
」
が
改
称
さ
れ
て
成
立
し
て
か
ら
、
名
実
と
も
に
「
国
家
学
」
の

基
幹
学
科
と
し
て
、
国
家
主
義
の
権
力
と
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
を
背
景
に
成
長

し
て
い
っ
た
。「
国
文
学
」
は
「
文
献
学
と
文
芸
史
研
究
に
よ
る
国
文
学

の
近
代
化
」
と
い
う
経
路
上
を
忠
実
に
走
り
、
そ
れ
が
一
貫
し
て
近
代
国

文
学
の
主
流
と
し
て
位
置
付
け
ら
れ
て
い
た
（
内
野
一
九
七
四
：
三
九
五
頁
）。

　

高
木
が
一
生
担
う
べ
き
も
の
と
感
じ
て
い
た
ア
カ
デ
ミ
ズ
ム
、
つ
ま
り

東
京
帝
大
の
「
国
文
学
科
」
に
入
学
し
た
当
時
の
主
任
教
授
は
、
上
田
萬か
ず

年と
し

と
芳
賀
矢
一
で
、
そ
の
他
、
藤
岡
作
太
郎
や
保
科
孝
一
が
在
職
し
て
い

た
。
彼
ら
か
ら
、「
国
文
学
」
と
そ
の
政
治
性
の
洗
礼
を
受
け
な
が
ら
、

高
木
の
「
国
文
学
」
は
形
成
さ
れ
た
。
と
り
わ
け
、
芳
賀
が
、「
日
本
国

民
の
思
想
の
変
遷
」
と
し
て
「
国
文
学
史
」
を
構
想
し
た
『
国
文
学
史
十

講
』（
一
八
九
九
）、『
国
学
史
概
論
』（
一
九
〇
〇
）
を
発
表
し
た
こ
と
は
、

高
木
と
ア
カ
デ
ミ
ズ
ム
の
関
係
を
論
じ
る
上
で
見
逃
せ
な
い
。

　

一
九
〇
〇
年
に
芳
賀
は
、「
文
学
史
研
究
法
」
の
研
究
の
た
め
に
、
ド

イ
ツ
留
学
に
向
か
っ
た
。
一
年
半
後
に
帰
国
し
て
か
ら
、「
国
学
と
は
何

ぞ
や
」（
一
九
〇
四
）
な
ど
を
発
表
し
、
科
学
と
し
て
の
「
国
文
学
史
」
を

主
唱
し
た
。
芳
賀
は
、
ド
イ
ツ
の
文
献
学
者
で
あ
る
ア
ウ
グ
ス
ト
・
ベ
ッ
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の
「
文
献
学
は
、
立
派
に
今
日
の
意
味
で
い
ふ
サ

イ
エ
ン
ス
即
ち
科
学
と
見
做
す
こ
と
が
出
来
る
」
と
い
う
こ
と
ば
を
引
用

し
、
科
学
と
し
て
の
文
献
学
が
成
立
す
れ
ば
、
日
本
の
国
学
も
ま
た
立
派

な
科
学
と
し
て
成
立
す
る
だ
ろ
う
（「
国
学
と
は
何
ぞ
や
」、
芳
賀
一
九
六
八
：
二

三
〇
頁
）、
と
ド
イ
ツ
文
献
学
の
科
学
性
に
依
拠
し
て
、「
国
文
学
」
の
科

学
性
を
提
唱
し
た
の
で
あ
る
。
近
世
日
本
の
「
国
学
」
と
「
ド
イ
ツ
文
献

学
」
の
結
合
を
通
し
て
そ
の
骨
格
を
形
成
し
た
芳
賀
の
「
国
文
学
」
は
、

江
戸
の
古
学
研
究
の
尚
古
主
義
や
国
粋
主
義
的
傾
向
を
改
め
た
、「
合
理

的
、
比
較
的
、
歴
史
的
」
な
新
し
い
研
究
方
法
に
よ
る
、
書
誌
的
、
文
学

史
的
視
点
で
構
成
さ
れ
た（

6
（

。

　

ま
た
、
芳
賀
は
荷か

田だ
の

春あ
ず
ま

満ま
ろ

を
国
学
の
起
源
と
見
る
（
芳
賀
一
九
六
八
：

二
二
七
頁
）。
春
満
が
、
学
問
の
伝
統
が
不
在
の
状
況
の
中
、「
国
語
国
文
」

に
表
れ
た
材
料
を
以
て
「
国
学
」
を
創
始
し
た
点
に
注
目
し
た
の
で
あ
る
。

芳
賀
は
、
国
学
を
、「
国
語
国
文
」
に
表
れ
た
過
去
の
制
度
、
歴
史
、
法
律
、

文
学
、
語
学
、
美
術
な
ど
の
集
合
体
と
見
な
し
た
。
す
べ
て
の
「
国
語
国

文
」
に
表
れ
た
自
国
民
＝
民
族
と
、
他
国
民
＝
民
族
と
区
別
さ
れ
る
「
国

体
」
を
、
そ
の
「
国
文
学
史
」
の
中
で
発
見
す
る
こ
と
を
試
み
た
と
言
え

る
。
学
問
の
「
分
科
化
」
が
近
代
学
問
の
特
徴
で
あ
る
と
す
れ
ば
、
芳
賀

の
意
図
は
そ
れ
に
逆
行
す
る
よ
う
に
見
え
る
。
芳
賀
は
「
古
代
の
文
化
一

切
の
事
を
知
る
と
い
ふ
の
が
文
献
学
者
の
仕
事
」（
同
：
二
三
一
頁
）
で
あ
り
、

そ
の
分
科
の
全
体
性
を
堅
持
す
る
「
文
献
学
者
は
色
々
な
学
科
を
ご
た
ま

ぜ
に
や
り
ま
す
け
れ
ど
も
、
そ
れ
ら
の
学
科
は
み
な
ば
ら
〳
〵
な
も
の
で

は
な
く
、
悉
く
関
係
し
た
も
の
」（
同
：
二
三
一
頁
）
と
主
張
し
た
か
ら
で

あ
る
。

　

さ
ら
に
、
各
々
の
学
科
間
の
有
機
的
関
係
は
、
古
代
の
文
化
に
存
在
す

る
最
も
「
純
粋
な
る
日
本
的
」
な
も
の
＝
国
民
性
の
本
質
に
よ
っ
て
堅
持

さ
れ
る
と
信
じ
て
い
た
。
芳
賀
は
「
す
べ
て
の
国
民
性
の
現
れ
た
或
る
一

つ
の
時
代
を
取
つ
て
、
即
ち
比
較
的
に
限
ら
れ
た
時
代
に
於
て
、
そ
の
国

民
全
体
の
活
動
状
態
、
生
活
状
態
と
い
ふ
も
の
を
今
日
の
国
民
の
前
に
再

現
す
る
」（
同
：
二
三
一
頁
）
こ
と
を
「
国
文
学
史
」
研
究
の
目
的
に
置
い
た
。

　

こ
の
よ
う
な
「
分
科
」
の
集
合
体
と
し
て
の
国
学
、「
国
語
国
文
」
を

も
と
に
し
、
国
家
の
全
体
性
と
い
う
政
治
的
な
洗
礼
を
受
け
て
構
想
さ
れ

た
学
問
と
い
う
点
で
、
む
し
ろ
近
代
的
と
も
言
え
る
。
そ
う
で
あ
り
な
が

ら
、
芳
賀
の
「
国
文
学
史
」
は
、
伝
統
的
「
国
学
と
ド
イ
ツ
文
献
学
の
混

血
児
」（
内
野
一
九
七
四
：
二
一
頁
）
的
な
性
質
を
有
す
る
の
で
あ
る
。
西
洋

す
な
わ
ち
近
代
か
ら
自
己
へ
回
帰
し
よ
う
と
す
る
精
神
が
背
景
に
あ
る
。

　
「
一
国
の
文
明
は
、
其
国
民
が
造
出
す
も
の
で
あ
れ
ば
、
我
国
民
の
思

想
感
情
の
変
遷
を
現
し
た
文
学
史
の
裏
面
に
は
世
界
に
特
殊
な
る
我
国
民

の
歴
史
が
認
め
ら
れ
る
」（
芳
賀
一
八
九
九
：
八
）
と
い
う
視
線
に
は
、
文
明

と
し
て
の
西
洋
と
自
己
と
を
同
一
化
し
よ
う
と
す
る
意
図
が
あ
っ
た
に
相

違
な
い
。
藤
井
貞
和
（
二
〇
〇
〇
：
一
三
頁
）
の
批
判
の
よ
う
に
、「
国
文
学

史
」
に
表
れ
た
「
人
種
＝
文
化
＝
民
族
」
と
い
う
恣
意
性
に
基
づ
く
自
己

認
識
は
、
他
者
意
識
や
他
者
表
象
の
産
物
で
あ
る
。
結
局
、
国
民
一
般
を

「
時
代
的
最
大
公
約
数（

7
（

」
と
し
、「
太
古
」
か
ら
受
け
継
が
れ
て
き
た
自
国

文
化
の
同
一
性
を
発
見
し
よ
う
と
す
る
「
国
文
学
史
」
の
企
図
を
、
一
国

史
的
な
言
説
と
し
て
、「
国
家
学
」
が
「
学
術
知
」
へ
と
制
度
化
さ
れ
て
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ゆ
く
過
程
に
明
瞭
に
認
め
る
こ
と
が
で
き
る
。

　

東
京
帝
大
「
国
文
学
科
」
在
学
時
代
を
回
顧
し
て
、「
ア
カ
デ
ミ
ズ
ム

の
中
へ
」
と
い
う
標
題
を
掲
げ
た
高
木
は
、「
当
時
は
国
学
と
い
え
ば
や

は
り
学
問
だ
と
世
間
で
は
考
え
ら
れ
て
も
、
国
文
学
と
な
る
と
一
向
世
間

に
通
用
し
な
い
よ
う
な
時
代
」（
高
木
一
九
六
七
：
二
一
頁
）
で
あ
っ
た
と
言
う
。

そ
し
て
、
芳
賀
に
代
表
さ
れ
る
国
学
は
「
未
分
化
の
状
態
」
の
ま
ま
、
次

第
に
近
代
的
国
文
学
の
形
態
を
取
り
繕
っ
て
い
く
時
期
で
あ
っ
た
と
捉
え

る
。
そ
れ
ゆ
え
、
高
木
は
前
代
の
「
国
学
」
と
も
、
芳
賀
の
「
国
文
学
史
」

と
も
異
な
る
方
法
を
模
索
し
た（

8
（

藤
岡
作
太
郎
の
著
書
『
国
文
学
全
史　

平

安
朝
篇
』
に
魅
了
さ
れ
た
の
で
あ
る（

9
（

。
た
だ
し
、
高
木
が
朝
鮮
に
持
ち
込

も
う
と
し
た
「
国
文
学
史
」
は
、
芳
賀
は
も
ち
ろ
ん
、
藤
岡
の
も
の
と
も

既
に
違
っ
て
い
た
。「
帝
国
」
の
「
国
文
学
」
と
し
て
、
他
者
の
民
族
文

学
を
抱
き
込
み
、
同
化
さ
せ
る
と
い
う
義
務
を
孕
ん
で
い
た
た
め
で
あ
る
。

　

そ
の
よ
う
な
「
国
文
学
史
」
の
伝
令
士
と
し
て
朝
鮮
の
京
城
帝
大
に
赴

任
す
る
こ
と
に
な
っ
た
経
緯
は
、
高
木
の
記
憶
に
よ
れ
ば
次
の
よ
う
で

あ
る（

（1
（

。

　

京
城
帝
大
準
備
委
員
長
で
あ
っ
た
服
部
宇
之
吉
が
、
東
京
帝
大
国
文
学

科
の
主
任
教
授
・
芳
賀
に
適
任
者
の
推
薦
を
求
め
た
。
芳
賀
は
は
じ
め
に

橋
本
進
吉
を
推
薦
し
た
が
、
橋
本
が
断
っ
た
た
め
、
そ
の
代
わ
り
に
高
木

が
推
薦
さ
れ
た
。
そ
れ
は
、
京
城
帝
大
の
本
科
が
開
校
す
る
二
年
前
の
こ

と
で
あ
っ
た
。
そ
し
て
、
開
校
準
備
の
二
年
間
は
、
文
部
省
の
留
学
生
と

し
て
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
行
っ
て
も
よ
い
と
い
う
条
件
も
あ
り
、
高
木
は
「
文

学
研
究
法
研
究
の
為
」（
同
：
一
二
二
頁
）
と
い
う
研
究
テ
ー
マ
で
、ヨ
ー
ロ
ッ

パ
に
留
学
し
た
。
そ
れ
は
自
分
の
卒
業
論
文
に
も
大
き
な
影
響
を
与
え
た

「
西
欧
的
な
も
の
に
対
す
る
さ
さ
や
か
な
郷
愁
」（
同
：
六
八
頁
）
を
呼
び
起

こ
し
た
か
ら
で
あ
っ
た
。
た
だ
し
、
当
時
の
『
官
職
録
』
に
よ
る
と
、
既

に
そ
の
間
（
一
九
二
四
～
二
六
年
）
に
、
京
城
医
学
専
門
学
校
の
教
授
に
赴

任
し
て
い
た
。
そ
れ
は
京
城
帝
大
本
科
に
内
定
さ
れ
た
後
の
措
置
で
あ
っ

た
と
考
え
ら
れ
る
。

　

帰
国
後
、
高
木
は
す
ぐ
に
朝
鮮
へ
と
渡
っ
た
。
高
木
は
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
と

い
う
「
外
気
に
ふ
れ
た
せ
い
で
」（
同
：
一
三
二
頁
）、
自
分
の
国
文
学
が
成

長
し
た
と
信
じ
た
。
そ
れ
は
ほ
か
で
も
な
く
彼
に
と
っ
て
は
民
族
意
識
の

新
た
な
発
見
を
意
味
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。
高
木
は
「
私
の
思
想
」（
同
：

一
三
五
頁
）
と
表
現
し
た
自
分
の
民
族
主
義
を
、
エ
ス
ペ
ラ
ン
チ
ス
ト
の

ラ
ザ
ー
ロ
・
ル
ド
ヴ
ィ
ゴ
・
ザ
メ
ン
ホ
フ Lazaro Ludoviko Zam

enhof

の
思
想
に
た
と
え
た
。
し
か
し
、
実
際
に
朝
鮮
に
渡
っ
て
初
め
て
、「
本

能
的
に
民
族
の
異
同
」（
同
：
一
三
六
頁
）
を
肌
で
感
じ
、
む
し
ろ
「
一
番

植
民
政
治
か
ら
解
放
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
は
ほ
か
な
ら
ぬ
国
文
学
の

講
義
で
は
な
い
か
」（
同
：
一
三
八
頁
）
と
い
う
矛
盾
し
た
考
え
を
持
つ
よ

う
に
な
っ
た
。
こ
の
よ
う
な
高
木
の
、
理
想
と
現
実
と
の
矛
盾
は
、
自
分

の
朝
鮮
人
に
対
す
る
考
え
が
「
超
民
族
的
」
で
、「
朝
鮮
民
族
に
同
情
す

る
の
と
は
ち
が
い
、
も
う
一
皮
純
粋
な
」（
同
：
一
三
九
頁
）
も
の
だ
と
信

じ
た
こ
と
か
ら
来
る
も
の
で
あ
っ
た
。

　

高
木
は
異
民
族
に
対
す
る
「
本
能
的
な
」
感
覚
を
持
っ
て
い
た
の
に
も

か
か
わ
ら
ず
、「
朝
鮮
で
な
ぜ
国
文
学
か
」
と
い
う
根
本
的
な
自
己
懐
疑

は
な
く
、
講
義
室
で
朝
鮮
人
の
受
講
生
が
い
る
こ
と
を
意
外
と
思
う
と
い
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う
無
自
覚
に
陥
っ
て
い
た
の
で
あ
る
。

三
―
三　

朝
鮮
に
お
け
る
高
木
の
「
国
文
学
」

　

高
木
の
文
章
の
中
で
、
京
城
帝
大
出
身
者
に
つ
い
て
の
回
顧
は
稀
で
あ

る
。「
国
文
学
へ
の
不
信
不
安
や
挫
折
失
敗
」（
高
木
一
九
六
七
：「
あ
と
が
き
」）

の
告
白
で
あ
る
と
自
ら
評
し
た
『
国
文
学
五
十
年
』
で
は
、
京
城
帝
大
第

二
期
生
で
「
英
文
学
」
を
専
攻
し
た
崔チ
ェ

載ジ
ェ

瑞ソ 

최
재
서
が
唯
一
で
あ
り
、

他
の
文
章
で
は
「
国
文
学
」
専
攻
の
徐ソ

斗ド
ゥ

銖ス 

서
두
수
を
回
顧
し
た
に
過

ぎ
な
い（

（（
（

。

　

崔
載
瑞
に
関
し
て
は
、
次
の
よ
う
に
記
憶
し
て
い
る
。「
親
日
派
」
と

見
ら
れ
て
他
の
朝
鮮
人
学
生
に
殴
ら
れ
た
こ
と
も
あ
っ
た
崔
載
瑞
が
、
あ

る
日
、
飲
酒
を
し
て
高
木
の
と
こ
ろ
に
や
っ
て
来
て
、「
先
生
た
ち
は
ど

ん
な
に
威
張
っ
た
っ
て
僕
達
朝
鮮
人
の
魂
を
奪
う
こ
と
は
で
き
な
い

よ
！
」
と
い
う
「
凄
文
句
」
を
並
べ
て
帰
っ
て
い
っ
た
と
い
う
（
同
：
一

四
〇
頁
）。
そ
こ
で
高
木
は
自
分
が
一
四
年
間
意
識
し
て
き
た
民
族
意
識
を

裏
返
し
た
も
の
を
考
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
。
こ
の
よ
う
な
日
常
経

験
に
よ
っ
て
、
お
そ
ら
く
高
木
は
朝
鮮
人
に
関
す
る
記
憶
を
意
識
的
に
排

除
し
た
の
で
あ
ろ
う
。
朝
鮮
人
に
つ
い
て
の
記
憶
だ
け
で
な
く
、
朝
鮮
文

学
に
つ
い
て
言
及
す
る
こ
と
も
控
え
た
の
か
も
し
れ
な
い
。
ま
た
、
崔
載

瑞
と
同
じ
く
、
第
二
回
卒
業
生
で
、
高
木
の
教
え
子
で
あ
り
、「
国
文
学
」

専
攻
の
徐
斗
銖
に
関
し
て
は
、「
祖
国
亡
命
」
と
い
う
副
題
を
付
け
た
回

想
記
が
あ
る
。
戦
後
に
渡
米
し
た
徐
斗
銖
が
名
古
屋
に
い
る
高
木
を
訪
問

し
た
際
、
徐
斗
銖
の
こ
と
を
「
今
も
な
お
昔
の
ま
ま
に
自
国
の
民
族
を
愛

し
て
や
ま
ぬ
好
漢
だ
っ
た
」（

（1
（

と
回
顧
し
た
。
し
か
し
、
そ
れ
は
、
高
木
が

民
族
意
識
を
介
し
て
朝
鮮
人
と
出
会
っ
た
過
去
に
正
当
性
を
与
え
る
た
め

の
ス
タ
ン
ス
に
埋
没
し
た
意
識
の
表
れ
に
外
な
ら
な
い
。

険け
ん

の
あ
る
眼
な
ざ
し
な
が
ら
韓か
ら

び
と
の
な
に
か
親
し
き
夕
べ
な
る

か
も 

（『
高
木
市
之
助
全
集
』
第
一
〇
巻
：
三
七
七
頁
）

六
月
の
風
冷
え
ご
も
る
城
門
に
か
な
し
く
集
ふ
一
群
れ
の
民

う
す
暗
く
風
冷
え
ご
も
る
城
門
に
民
草
痩
せ
て
う
づ
く
ま
り
憩
ふ

（「
京
城
郊
外
偶
作
」
の
三
首
中
の
二
首
。
同
：
三
七
七
頁
）

　

高
木
は
長
男
清
之
助
を
失
い
、
そ
の
後
の
心
境
を
歌
っ
た
も
の
と
と
も

に
、
京
城
で
の
日
常
の
感
傷
を
窺
わ
せ
る
若
干
の
短
歌
を
遺
し
て
い
る
。

そ
の
中
か
ら
抜
き
出
し
た
右
の
三
首
は
、
い
ず
れ
も
一
九
三
五
年
に
詠
ま

れ
た
作
品
で
あ
る
。
こ
れ
ら
か
ら
は
、
先
に
指
摘
し
た
、
朝
鮮
と
朝
鮮
人

を
見
つ
め
る
、
ま
た
は
高
木
が
表
現
す
る
よ
う
な
、「
感
じ
る
」
と
い
う

彼
の
ス
タ
ン
ス
を
読
み
取
る
こ
と
が
で
き
る
。「
超
民
族
的
」、ま
た
は「
純

粋
」
と
い
う
高
木
の
視
線
が
捉
え
た
朝
鮮
人
は
、「
韓
び
と
」
や
「
群
れ

の
民
」
と
い
う
、
高
木
か
ら
は
疎
外
さ
れ
た
日
常
の
中
の
集
団
化
さ
れ
た

存
在
と
し
て
し
か
認
識
さ
れ
て
い
な
い
。
特
に
「
韓
び
と
」
は
、
旧
韓
国

の
イ
メ
ー
ジ
を
浮
か
び
上
が
ら
せ
る
た
め
に
、
在
朝
鮮
の
歌
人
た
ち
に

よ
っ
て
頻
繁
に
用
い
ら
れ
て
い
た
用
語
で
あ
る
。
こ
の
用
語
は
、
朝
鮮
人

を
全
体
化
す
る
も
の
で
あ
る
と
と
も
に
、
観
察
者
で
あ
る
日
本
人
と
対
比
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さ
れ
る
固
陋
な
「
旧
韓
国
」
の
イ
メ
ー
ジ
を
与
え
る
た
め
の
装
置
の
一
つ

で
あ
る
と
言
う
こ
と
が
で
き
る
。
ま
た
、
観
察
者
の
立
場
か
ら
朝
鮮
人
に

向
け
て
投
げ
か
け
た
視
線
が
あ
る
の
み
で
、
朝
鮮
人
の
日
常
と
高
木
の
間

に
は
相
当
な
「
距
離
感
」
が
維
持
さ
れ
て
い
る
。
朝
鮮
人
の
日
常
と
の
、

こ
の
よ
う
な
「
距
離
感
」
は
、
高
木
が
朝
鮮
を
去
る
直
前
に
遺
し
た
一
首

に
さ
ら
に
は
っ
き
り
と
表
れ
る
。

数
ふ
れ
ば
去
る
日
は
迫
り
居
た
り
け
り
こ
の
古
き
都
を
去
ら
む
と
す

る
か 
（『
高
木
市
之
助
全
集
』
第
一
〇
巻
、
三
八
一
頁
）

　
「
古
き
都
」と
表
象
さ
れ
た
京
城
。
一
四
年
間
の
京
城
に
関
す
る
記
憶
は
、

高
木
に
と
っ
て
は
や
は
り
日
常
の
記
憶
で
は
な
か
っ
た
。
そ
れ
は
、
日
常

を
超
越
し
た
固
陋
な
「
旧
韓
国
」
を
想
像
す
る
、
と
い
う
意
識
の
ま
ま
に

過
ご
し
た
経
験
で
あ
っ
た
の
で
あ
る
。
先
に
『
尋
常
小
学
国
語
読
本
』
に

つ
い
て
の
考
察
に
お
い
て
指
摘
し
た
、
朝
鮮
の
風
景
を
自
己
の
イ
メ
ー
ジ

で
描
い
た
高
木
を
想
起
し
て
ほ
し
い
。
あ
た
か
も
そ
れ
に
関
す
る
反
省
で

も
あ
る
か
の
よ
う
に
、
高
木
は
「
朝
鮮
の
風
景
に
就
て
」
と
い
う
文
章
を

遺
し
て
い
る
。
こ
の
文
章
で
高
木
は
、「
三
年
前
、
私
が
始
め
て
こ
の
半

島
の
人
と
な
つ
」
た
と
語
り
、
自
分
の
中
の
「
朝
鮮
の
風
景
の
主
調
」
を

探
そ
う
と
し
た
（
高
木
一
九
二
九
：
三
頁
）。
高
木
は
教
科
書
『
国
語
読
本
』

の
「
京
城
の
友
か
ら
」
と
は
異
な
る
ス
タ
ン
ス
を
と
っ
て
い
る
。「
朝
鮮

の
風
景
は
日
本
の
そ
れ
と
、
そ
の
調
子
が
こ
ん
な
風
に
ち
が
ふ
の
で
は
な

か
ら
う
か
」（
同
：
六
頁
）
と
、
両
者
の
差
異
を
指
摘
す
る
。
自
分
が
「
半

島
の
人
」
に
な
っ
て
も
、
朝
鮮
人
の
日
常
か
ら
離
れ
て
、
観
察
者
と
し
て

の
ス
タ
ン
ス
を
保
ち
な
が
ら
、
朝
鮮
を
観
察
の
対
象
と
し
て
い
る
の
で
あ

る
。
こ
の
よ
う
な
高
木
の
ス
タ
ン
ス
は
、
朝
鮮
で
高
木
が
担
当
し
た
「
国

文
学
」
の
性
格
と
も
深
く
関
わ
っ
て
い
る
。

　

京
城
帝
大
「
国
文
学
」
講
座
の
教
授
と
し
て
赴
任
し
た
高
木
の
一
番
の

任
務
は
、
繰
り
返
す
が
、「
国
文
学
史
」
の
朝
鮮
「
進
出
」
の
た
め
の
伝

令
士
と
し
て
の
役
割
で
あ
っ
た
。
高
木
は
朝
鮮
の
「
国
文
学
」
研
究
に
お

け
る
制
度
と
方
法
を
打
ち
立
て
た
張
本
人
で
も
あ
っ
た
。
こ
こ
で
高
木
が

担
当
し
た
「
国
文
学
」
第
一
講
座
の
講
義
内
容
を
窺
う
こ
と
が
で
き
る
講

義
名
を
、
雑
誌
「
青
丘
学
叢
」
の
「
彙
報
」
に
よ
っ
て
整
理
し
た
い
。

一
九
三
一
年
＝ 

小
説
史
―
平
安
朝
か
ら
室
町
ま
で
、
歴
代
民
謡
選
、

国
語
学
国
文
学
講
読
演
習

一
九
三
二
年
＝
国
文
学
概
論
、
近
古
物
語
演
習

一
九
三
三
年
＝
中
世
文
学
概
説
、
記
紀
歌
謡
講
読
、
万
葉
集
演
習

一
九
三
四
年
＝
国
文
学
概
論

一
九
三
五
年
＝
上
古
文
学
史
概
説

一
九
三
六
年
＝ 

平
安
朝
文
学
史
概
説
、
古
事
記
講
読
、
近
古
文
学

演
習

　

高
木
は
概
説
と
講
読
中
心
の
自
ら
の
講
義
に
つ
い
て
、「
大
学
の
講
義

と
し
て
失
格
だ
っ
た
」
と
自
ら
評
し
な
が
ら
も
、「
外
部
か
ら
の
経
験
」

か
ら
得
た
民
族
意
識
に
よ
っ
て
思
い
付
い
た
「
歴
代
民
謡
選
」
と
い
う
講
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義
だ
け
は
高
く
評
価
し
た
（
高
木
一
九
六
七
：
一
五
〇
頁
）。「
歴
代
民
謡
選
」

の
講
義
は
、
数
年
間
に
亙
っ
て
開
設
し
た
、
と
い
う
高
木
の
こ
と
ば
か
ら

は
、
一
九
三
一
年
以
前
に
も
数
回
開
設
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。
高

木
に
よ
れ
ば
、
彼
の
民
謡
に
対
す
る
関
心
が
、
京
城
行
き
を
受
け
入
れ
た

理
由
の
一
つ
で
あ
っ
た
か
も
し
れ
な
い
。
そ
れ
ゆ
え
、
高
木
は
ヨ
ー
ロ
ッ

パ
で
民
謡
に
関
す
る
本
を
収
集
し
、
朝
鮮
に
渡
っ
て
か
ら
民
族
問
題
に
関

連
す
る
民
謡
研
究
を
構
想
し
、
第
一
講
座
に
お
い
て
そ
れ
を
実
践
し
た
と

見
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

　

し
か
し
、
講
義
名
だ
け
で
は
、
当
時
の
高
木
の
「
国
文
学
」
に
つ
い
て

語
る
に
は
あ
ま
り
に
不
十
分
で
あ
る
。
こ
の
点
に
関
し
て
、
高
木
が
京
城

を
離
れ
て
、
九
州
帝
国
大
学
（
以
下
、
九
州
帝
大
）
に
赴
任
し
て
か
ら
、
初

め
て
刊
行
し
た
単
行
本
『
吉
野
の
鮎
』（
岩
波
書
店
、
一
九
四
一
）
は
、
そ
れ

を
把
握
す
る
た
め
の
重
要
な
手
が
か
り
を
提
供
し
て
く
れ
る
も
の
と
言
え

る
。
高
木
は
『
吉
野
の
鮎
』
の
「
序
文
」
に
お
い
て
、京
城
の
生
活
は
「
公

私
の
雑
事
に
わ
ず
ら
わ
さ
れ
な
が
ら
、
と
に
も
か
く
に
も
読
み
か
つ
考
え

る
生
活
を
恵
ま
れ
て
い
た
」
と
し
て
、
そ
の
恩
恵
の
結
果
と
し
て
、
自
分

が
「
学
界
に
負
う
べ
き
義
務
は
、
私
が
京
城
で
こ
の
よ
う
に
読
み
か
つ
考

え
得
た
こ
と
を
こ
の
さ
い
一
つ
の
学
問
的
な
仕
事
に
ま
と
め
て
世
に
問
う

こ
と
」
で
あ
る
と
記
す
（『
高
木
市
之
助
全
集
』
第
一
巻
：
三
頁
）。
こ
う
し
た

契
機
で
出
版
さ
れ
た
『
吉
野
の
鮎
』
の
中
に
収
録
さ
れ
た
論
文
は
、
全
て

雑
誌
や
講
座
類
に
既
に
発
表
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
こ
の
本
に
「
記
紀
万

葉
雑
攷
」
と
い
う
副
題
が
付
け
ら
れ
て
い
る
よ
う
に
、
一
九
編
の
論
文
は

『
古
事
記
』
と
『
日
本
書
紀
』、
そ
し
て
『
万
葉
集
』
に
収
録
さ
れ
た
歌
謡
、

す
な
わ
ち
「
記
紀
万
葉
文
学
」
が
「
民
謡
的
な
も
の
と
創
作
的
な
も
の
」

の
「
帰
一
相
即
」
の
関
係
に
あ
る
文
学
と
い
う
点
を
考
察
し
た
も
の
で
あ

る
（
同
：
三
四
三
頁
）。

　

そ
の
中
で
、「
日
本
詩
歌
の
母
胎
へ
の
一
考
察
」（
一
九
二
八
）、「
古
代

民
謡
史
論
」（
一
九
三
二
）、「
日
本
文
学
に
お
け
る
叙
事
詩
時
代
」（
原
題
「
叙

事
詩
と
上
代
文
字
」、
一
九
三
三
）、「
日
本
歌
謡
に
お
け
る
童
謡
の
痕
跡
」（
原

題
「
倭
建
命
御
葬
歌
に
就
て
」、
一
九
三
四
）、「
民
族
文
学
と
し
て
の
記
紀
歌
謡
」

（
一
九
三
五
）、
な
ど
を
含
む
一
五
編
の
論
文
が
京
城
で
書
か
れ
た
も
の
で

あ
る
。
高
木
は
早
く
か
ら
日
本
に
お
け
る
「
叙
事
文
学
の
貧
困
」
に
注
目

し
、『
平
家
物
語
』
を
叙
事
文
学
と
規
定
し
て
、
ウ
ィ
リ
ア
ム
・
Ｐ
・
カ
ー 

W
illiam

. P. K
er

の
著
書 E

pic and R
om

ance 

を
参
考
に
し
て
、
卒
業

論
文
「
叙
事
詩
と
し
て
見
た
る
平
家
物
語
」
を
書
い
た
。
そ
の
後
は
、
ひ

た
す
ら
中
世
文
学
、
特
に
「
叙
事
詩
へ
の
夢
」
を
抱
き
、
さ
ら
に
「
古
代

遍
歴
」、
す
な
わ
ち
『
古
事
記
』
と
『
日
本
書
紀
』、
そ
し
て
『
万
葉
集
』

の
研
究
を
始
め
た
。
こ
の
事
実
は
、
先
に
示
し
た
高
木
の
京
城
帝
大
で
の

講
義
と
、
当
時
の
研
究
成
果
で
あ
る
『
吉
野
の
鮎
』
の
構
成
を
通
し
て
知

る
こ
と
が
で
き
る（

（1
（

。
こ
の
よ
う
に
高
木
の
講
義
と
研
究
成
果
が
一
貫
性
の

あ
る
関
連
を
も
っ
て
結
び
つ
い
て
い
る
事
実
に
注
目
し
た
い
。

　

特
に
、
朝
鮮
行
き
に
先
立
っ
て
、
ま
た
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
経
験
を
通
し
て

抱
い
た
民
族
意
識
に
発
す
る
民
謡
研
究
へ
の
関
心
か
ら
設
け
ら
れ
た
講
義

「
歴
代
民
謡
選
」
は
、「
国
文
学
特
殊
講
義
」
と
い
う
講
座
名
で
開
設
さ
れ

た
も
の
で
あ
っ
た
。
先
述
し
た
よ
う
に
、
こ
の
講
座
に
対
す
る
高
木
の
自

ら
の
評
価
は
、こ
れ
と
深
い
関
連
が
あ
る
「
日
本
詩
歌
の
母
胎
へ
の
考
察
」
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と
「
古
代
民
謡
史
論
」
で
、
ま
ず
は
検
証
可
能
で
あ
る
。
と
り
わ
け
後
者

は
、
一
九
三
二
年
四
月
に
『
岩
波
講
座
日
本
文
学
』
に
収
録
さ
れ
た
こ
と

か
ら
、
日
本
文
学
史
に
お
け
る
民
謡
と
民
謡
史
の
位
置
を
、
高
木
が
ど
の

よ
う
に
把
握
し
て
い
た
の
か
を
示
す
論
拠
の
一
つ
と
言
え
る
。
そ
れ
に
と

ど
ま
ら
ず
、
朝
鮮
の
民
謡
と
文
学
に
関
し
て
は
、
一
九
二
九
年
一
一
月
に

高
橋
亨
と
朝
鮮
文
学
専
攻
者
ら
と
と
も
に
済
州
島
民
謡
の
採
録
の
た
め
の

踏
査
に
参
加
し
た
後
、「
民
謡
と
文
学
（
済
州
島
の
民
謡
か
ら
）」（「
朝
鮮
研
究
」

第
4
巻
第
（
号
、
一
九
三
一
・
一
）
を
発
表
し
て
い
る
。

　

こ
こ
で
ま
ず
、「
朝
鮮
文
学
」
講
座
の
高
橋
と
門
下
の
学
生
ら
が
行
っ

た
朝
鮮
民
謡
研
究
と
の
関
連
に
つ
い
て
見
て
お
き
た
い
。
特
に
高
橋
は
、

朝
鮮
人
学
生
ら
と
と
も
に
採
録
し
た
後
、
日
本
語
翻
訳
資
料
に
よ
る
学
界

へ
の
紹
介
を
精
力
的
に
行
っ
た
。
一
九
三
一
年
に
は
「
朝
鮮
民
謡
」
と
い

う
講
義
を
開
設
し
た
こ
と
も
あ
っ
た（

（4
（

。
高
橋
の
主
導
し
た
「
朝
鮮
文
学
」

講
座
と
い
う
次
元
で
行
わ
れ
た
民
謡
研
究
は
、
朝
鮮
人
の
民
謡
研
究
に

と
っ
て
大
き
な
刺
激
剤
と
な
っ
た
。
そ
の
中
で
も
最
も
影
響
を
受
け
た
の

は
、
第
二
回
卒
業
生
の
李イ

在ジ
ェ

郁ウ
ク 

이
재
욱
で
あ
っ
た
。
彼
の
卒
業
論
文
の

テ
ー
マ
は
「
嶺
南
民
謡
の
研
究
」
で
あ
る
。
李
在
郁
だ
け
で
な
く
、
金キ
ム

在ジ
ェ

喆チ
ョ
ル

김
재
철
、
金キ
ム

台テ

俊ジ
ュ
ン

김
태
준
な
ど
京
城
帝
大
文
学
科
出
身
者
に
よ
る
朝

鮮
民
謡
研
究
が
活
発
に
行
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
は
、
彼
ら
が
主
導
し

た
「
신
흥
」（
新
興
）、「
조
선
어
문
학
회
보
」（
朝
鮮
語
文
学
会
報
）
が
発

刊
さ
れ
た
後
の
一
九
三
〇
年
代
か
ら
で
あ
る（

（1
（

。

　

こ
こ
で
、
京
城
帝
大
文
学
科
第
二
回
卒
業
生
で
あ
る
李
在
郁
、
金
在
喆
、

金
台
俊（

（1
（

ら
と
、
高
木
が
民
謡
研
究
を
講
義
し
た
「
国
文
学
特
殊
講
義
」
と

の
関
わ
り
に
つ
い
て
触
れ
た
い
。
彼
ら
は
高
木
の
「
国
文
学
特
殊
講
義
」

を
受
講
し
て
い
た
。
朝
鮮
の
民
族
文
学
史
に
お
い
て
、
民
謡
の
文
学
ジ
ャ

ン
ル
化
が
図
ら
れ
て
ゆ
く
過
程
で
、
高
木
は
こ
の
講
義
を
通
じ
て
彼
ら
と

関
わ
っ
た
の
で
あ
る
。
注
（
（1
）
に
挙
げ
た
Ｃ
・
Ｒ
「
民
謡
研
究
参
考
書
」

に
紹
介
さ
れ
た
外
国
書
籍
の
提
供
元
に
関
し
て
、
そ
れ
ら
が
高
木
の
「
国

文
学
特
殊
講
義
」
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
民
謡
研
究

に
関
連
す
る
書
籍
を
高
木
が
購
入
し
た
と
い
う
事
実
と
、
そ
れ
を
用
い
て

民
謡
研
究
に
関
す
る
講
義
を
し
た
と
い
う
事
実
か
ら
、
そ
の
よ
う
に
考
え

ら
れ
る
の
で
あ
る
。
特
に
Ｃ
・
Ｒ
「
民
謡
研
究
参
考
書
」
の
出
典
を
、〝
Ｔ
・

Ｆ
・
ヘ
ン
ダ
ー
ソ
ン
のT

he Ballad in Literature, etc.

〟
と
し
て
い

る
が
、
こ
の
本
は
、「
国
文
学
特
殊
講
義
」
で
講
義
さ
れ
た
民
謡
研
究
を

総
合
す
る
性
格
を
有
す
る
高
木
の
論
文
「
古
代
民
謡
史
論
」
に
お
い
て
、

重
要
な
参
考
文
献
と
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
も
ち
ろ
ん
、「
朝
鮮
文
学
」

講
座
の
高
橋
亨
に
は
、
民
謡
研
究
に
理
論
的
に
ア
プ
ロ
ー
チ
し
た
論
文
は

見
当
た
ら
な
い
。
高
橋
は
抜
群
の
朝
鮮
語
力
を
も
と
に
、
日
本
語
訳
と
注

釈
に
主
眼
を
置
い
て
朝
鮮
民
謡
を
考
察
す
る
に
止
ま
っ
て
い
る（

（1
（

。

　

と
こ
ろ
で
、『
吉
野
の
鮎
』に
お
い
て
提
示
さ
れ
た「
民
謡
」以
外
の
、「
日

本
詩
歌
の
母
胎
」、「
童
謡
」、「
民
族
文
学
」
と
い
う
キ
ー
ワ
ー
ド
は
、
京

城
で
高
木
が
行
っ
た
研
究
テ
ー
マ
の
中
心
に
位
置
す
る
も
の
で
あ
る
。
こ

の
よ
う
な
キ
ー
ワ
ー
ド
に
含
ま
れ
る
、「
外
部
か
ら
の
経
験
」
と
植
民
地

民
と
の
出
合
い
を
通
じ
て
直
感
的
に
得
ら
れ
た
民
族
意
識
は
、
高
木
に

と
っ
て
国
文
学
研
究
と
い
う
実
践
に
よ
っ
て
実
体
化
し
た
、
重
要
な
「
定

型
の
因
子
」（『
高
木
市
之
助
全
集
』
第
一
巻
：
五
八
頁
）
で
あ
っ
た
。
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当
時
、
日
本
で
は
民
族
心
理
学
、
神
話
学
、
人
類
学
な
ど
、「
国
文
学
」

周
辺
の
学
問
領
域
に
お
い
て
、
日
本
歌
謡
の
母
胎
に
関
す
る
研
究
が
行
わ

れ
て
い
た
。
高
木
は
そ
れ
を
「
民
俗
学
的
諸
学
の
進
出
」（
同
：
一
四
二
頁
）

と
表
現
し
た
。
し
か
し
、
彼
は
そ
の
よ
う
な
動
向
に
便
乗
す
る
こ
と
に
反

対
し
て
い
た
。
文
学
研
究
の
独
自
性
を
強
調
し
、『
古
事
記
』
に
収
録
さ

れ
た
比
較
的
成
立
が
古
い
歌
謡
を
対
象
に
、
詩
形
式
の
具
体
的
な
調
査
統

計
を
出
し
て
、
日
本
歌
謡
の
原
型
を
求
め
る
作
業
に
邁
進
し
た
。
実
証
主

義
的
な
研
究
態
度
で
形
態
面
を
調
査
し
、
そ
れ
に
よ
っ
て
最
も
原
型
に
近

い
形
式
を
見
つ
け
出
せ
る
と
考
え
た
の
で
あ
る
（
同
：
一
五
三
頁
）。

　

そ
し
て
、「
古
代
民
謡
史
論
」
で
は
、
古
代
歌
謡
の
中
で
鼓
動
す
る
民

謡
性
の
活
動
を
否
定
で
き
な
い
と
し
て
、
こ
の
民
謡
性
が
、
古
代
か
ら
中

世
に
か
け
て
日
本
文
学
の
中
心
の
位
置
を
ほ
ぼ
保
っ
て
き
た
短
歌
の
形
成

母
胎
で
あ
る
と
同
時
に
、
そ
れ
自
体
が
将
来
日
本
文
学
の
主
流
と
な
る
重

要
な
文
学
性
の
一
つ
と
見
た
（
同
：
五
一
頁
）。
ま
た
、「
定
型
の
因
子
」
と

し
て
、
五
・
七
言
句
の
歌
謡
形
式
を
中
心
と
す
る
民
謡
性
を
、
内
容
面
で

叙
事
性
を
有
す
る
伝
説
が
「
最
も
重
要
な
そ
の
源
泉
」（
同
：
六
三
頁
）
と

考
え
た
。
こ
の
論
文
で
は
、
日
本
歌
謡
研
究
に
お
け
る
歌
謡
の
形
式
と
内

容
を
統
一
的
に
捉
え
る
た
め
に
民
謡
性
を
構
想
し
た
が
、
さ
ら
に
、
そ
の

形
式
と
内
容
（
精
神
と
も
表
現
）
の
統
一
的
な
形
成
過
程
に
お
い
て
、
高

木
が
民
族
意
識
の
原
型
を
具
体
的
に
論
じ
た
の
が
「
民
族
文
学
と
し
て
の

記
紀
歌
謡
」（
一
九
三
五
）
で
あ
る
。
こ
の
論
文
で
は
、
和
歌
の
形
態
上
の

成
立
過
程
を
五
段
階
に
設
定
し
、
そ
の
「
原
型
」
の
例
を
「
記
紀
歌
謡
」

の
中
に
探
り
当
て
て
示
し
た
。
五
段
階
の
形
態
上
の
変
化
に
沿
っ
て
、「
記

紀
歌
謡
」
の
表
現
さ
れ
て
い
る
精
神
（
内
容
）
も
ま
た
、
そ
の
ま
ま
「
和

歌
的
精
神
の
成
立
過
程
を
示
す
段
階
」（
同
：
一
〇
九
頁
）
で
あ
る
と
も
考

え
た
。
こ
の
よ
う
に
し
て
調
査
し
た
「
和
歌
の
形
態
を
持
つ
諸
歌
謡
の
精

神
（
内
容
）」
は
、
そ
の
形
態
と
「
表
裏
」
の
関
係
に
あ
り
、「
記
紀
歌
謡
」

に
和
歌
成
立
の
母
胎
を
見
る
こ
と
が
で
き
る
と
し
た
（
同
：
一
一
一
頁
）。

　

日
本
歌
謡
史
に
表
れ
た
（
歌
謡
の
）「
形
態
と
精
神
」
が
表
裏
す
る
（
同
：

一
一
一
頁
）、
と
高
木
が
主
張
し
た
理
由
は
、
歌
謡
史
自
体
を
民
族
史
と
一

体
化
さ
せ
る
た
め
で
あ
っ
た
。
高
木
が
民
族
史
を
遡
及
し
な
が
ら
没
頭
し

た
、
民
族
歌
謡
の
「
原
型
」
を
探
す
方
法
は
、
そ
の
理
念
と
意
図
が
何
で

あ
っ
た
か
を
明
瞭
に
示
し
て
い
る
。

　

特
に
、
高
木
が
こ
の
よ
う
な
意
図
の
も
と
で
発
表
し
た
研
究
論
文
が
、

京
城
帝
大
在
職
時
に
執
筆
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
ほ
ぼ

全
て
が
「
内
地
」
の
学
術
の
場
を
通
し
て
発
表
さ
れ
た
と
い
う
発
表
空
間

の
問
題
を
、
私
は
極
め
て
重
要
な
こ
と
と
考
え
る
。
先
述
し
た
よ
う
に
、

高
木
は
京
城
帝
大
の「
国
文
学
」講
座
の
建
設
者
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、『
吉

野
の
鮎
』
に
収
録
さ
れ
た
論
文
を
見
る
と
、
そ
の
中
の
京
城
時
代
に
書
い

た
一
五
編
の
論
文
の
う
ち
、『
京
城
帝
国
大
学
文
学
会
論
纂
』
第
二
輯
「
日

本
文
学
研
究
」（
一
九
三
五
）
に
発
表
さ
れ
た
「
古
事
記
歌
謡
に
お
け
る
仮

名
の
通
用
に
つ
い
て
の
一
試
論
」
の
他
、
全
て
の
論
文
が
「
内
地
」
で
発

表
さ
れ
た
も
の
で
あ
る（

（1
（

。

　

つ
ま
り
、
朝
鮮
で
は
高
木
は
、
京
城
帝
大
が
発
行
し
た
論
集
以
外
に
論

文
発
表
の
紙
面
を
持
っ
て
い
な
か
っ
た
。
し
か
し
、
日
常
に
つ
い
て
の
随

想
は
、
朝
鮮
総
督
府
発
行
の
「
朝
鮮
」
や
「
朝
鮮
及
満
洲
」、「
京
城
雑
筆
」
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な
ど
に
発
表
し
て
い
た
。
そ
れ
は
高
木
に
限
ら
ず
、「
国
文
学
」
講
座
の

教
授
全
般
に
見
ら
れ
る
傾
向
で
あ
る
。
時
枝
誠
記
や
麻
生
磯
次
も
同
様
で

あ
っ
た
。
特
に
、
朝
鮮
史
編
修
会
委
員
と
京
城
帝
大
の
史
学
、
文
学
、
哲

学
関
連
の
教
授
た
ち
が
中
心
と
な
っ
て
「
朝
鮮
及
満
洲
を
中
心
と
し
て
の

極
東
文
化
研
究
竝
に
そ
の
普
及
を
目
的
と
す
る
」（

（1
（

研
究
団
体
で
あ
る
「
青

丘
学
会
」
に
高
木
は
一
九
三
二
年
八
月
か
ら
参
加
し
た
が
、
学
会
誌
「
青

丘
学
叢
」
に
は
一
編
の
論
文
も
発
表
し
な
か
っ
た
。
時
枝
と
麻
生
は
最
後

ま
で
参
加
し
な
か
っ
た
。
朝
鮮
社
会
の
人
文
学
全
般
に
亙
っ
て
学
術
活
動

を
す
る
人
々
で
構
成
さ
れ
た
の
が
「
青
丘
学
会
」
で
あ
っ
た
の
に
も
か
か

わ
ら
ず
、「
国
史
学
」
講
座
と
は
異
な
り
、「
国
文
学
」
講
座
は
参
加
し
な

か
っ
た
の
で
あ
る
。

　

こ
の
よ
う
な
事
実
か
ら
は
、「
国
文
学
」
研
究
の
場
合
、
朝
鮮
社
会
全

般
に
亙
っ
て
、
制
度
的
に
そ
れ
ほ
ど
大
き
な
成
果
を
上
げ
る
こ
と
が
で
き

な
か
っ
た
か
、
そ
れ
と
も
「
国
文
学
」
研
究
が
朝
鮮
社
会
の
学
界
か
ら
疎

外
さ
れ
て
い
た
か
、
と
予
測
で
き
る
。
彼
ら
が
見
せ
た
学
術
研
究
上
の
充

実
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
こ
れ
ら
二
つ
の
予
測
は
、
朝
鮮
で
「
国
文
学
」
研

究
を
制
度
的
・
量
的
な
面
で
、
普
及
さ
せ
、
再
生
産
す
る
こ
と
が
疎
か
に

さ
れ
て
い
た
こ
と
の
根
拠
と
な
る
か
も
し
れ
な
い
。「
青
丘
学
会
」
と
関

連
し
て
付
け
加
え
る
と
、
こ
れ
ら
二
つ
の
予
測
は
い
ず
れ
も
「
朝
鮮
及
満

洲
を
中
心
と
し
て
の
極
東
文
化
」
と
は
絶
縁
し
た
も
の
と
し
て
「
日
本
文

化
」
を
想
定
し
た
こ
と
に
関
わ
る
も
の
で
あ
る
と
見
て
間
違
い
な
い
。
そ

れ
は
ま
た
、
民
族
と
文
化
と
言
う
概
念
を
理
解
す
る
根
本
的
な
認
識
の
問

題
と
も
深
い
関
係
が
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
そ
れ
は
、
ま
さ
に
言
語
の
本
質

に
つ
い
て
の
彼
ら
の
認
識
の
問
題
で
あ
り
、
歴
史
と
異
な
る
文
学
史
の
持

つ
閉
鎖
性
と
関
わ
っ
て
い
る
と
言
え
る
の
で
は
な
い
か
。

　

高
木
が
「
国
語
」
教
育
に
関
し
て
書
い
た
唯
一
の
論
文
で
あ
る
「
朝
鮮

の
国
語
教
育
に
つ
い
て
」（
一
九
三
六
）
に
こ
の
よ
う
な
思
考
を
窺
う
こ
と

が
で
き
る
。
こ
の
論
文
は
高
木
が
視
学
委
員
と
し
て
在
職
し
て
い
た
時
に
、

朝
鮮
人
に
「
国
語
を
学
習
す
る
の
に
何
が
六
（
む
づ
（か

し
い
か
」
を
調
査
し
た
結

果
を
整
理
し
た
も
の
で
あ
る
。
掲
載
先
が
『
京
城
帝
国
大
学
創
立
十
周
年

記
念
論
文
集　

文
学
篇
』
で
あ
る
だ
け
に
、「
な
に
か
朝
鮮
に
縁
の
あ
る
」

も
の
を
「
大
急
ぎ
に
」
ま
と
め
た
も
の
で
あ
る
と
高
木
は
記
す
。
こ
の
論

文
に
は
、
高
木
が
朝
鮮
で
の
研
究
学
会
と
学
術
誌
に
参
加
し
な
い
傾
向
を

示
し
た
根
拠
と
考
え
ら
れ
る
、
朝
鮮
人
に
と
っ
て
の
「
国
語
」
と
母
語
の

関
係
に
つ
い
て
の
問
題
提
起
が
あ
る
。
高
木
は
、「
国
語
」
教
育
に
お
い
て
、

日
本
人
と
朝
鮮
人
の
間
の
「
教
え
る
者
」
と
「
教
わ
る
者
」
の
授
受
関
係

は
「
複
雑
隠
微
な
関
係
」
を
生
み
出
し
て
お
り
、
そ
の
根
本
的
理
由
は
、

朝
鮮
人
に
と
っ
て
「
国
語
」
は
母
語
に
な
り
得
な
い
と
こ
ろ
に
あ
る
と
見

た
。
こ
の
考
え
は
、
言
語
の
本
質
主
義
に
基
づ
く
も
の
で
あ
る
。
す
べ
か

ら
く
「
国
語
」
は
、最
も
重
要
な
使
命
で
あ
る
「
国
民
精
神
の
鼓
吹
涵
養
」

の
た
め
教
育
さ
れ
る
べ
き
で
あ
り
、
朝
鮮
読
者
の
立
場
か
ら
新
た
な
教
育

方
法
を
立
て
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
高
木
は
力
説
し
た
。
言
語
の
本
質
性

と
立
場
の
相
違
に
基
づ
い
て
朝
鮮
で
の
「
国
語
」
教
育
が
実
施
さ
れ
る
べ

き
で
あ
る
と
い
う
高
木
の
考
え
は
、
彼
の
「
国
文
学
」
に
も
当
て
は
ま
る
。

こ
の
よ
う
な
高
木
に
と
っ
て
、
朝
鮮
は
「
国
文
学
」
の
た
め
の
学
術
の
場

た
り
得
な
か
っ
た
。
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つ
ま
り
、
高
木
は
「
国
文
学
」
の
本
質
性
と
優
越
性
に
基
づ
く
考
え
方

を
と
っ
て
い
た
。「
国
家
学
」
そ
れ
自
体
の
存
在
の
仕
方
は
、「
主
導
性
・

規
範
性
」
の
立
場
を
維
持
す
る
と
こ
ろ
に
あ
る
と
考
え
た
の
で
あ
る
。
こ

の
よ
う
な
「
国
家
学
」
の
「
主
導
性
・
規
範
性
」
に
関
す
る
高
木
の
考
え

は
、
九
州
帝
大
に
赴
任
後
に
明
確
に
な
る
。

　

こ
の
考
え
を
は
っ
き
り
と
示
し
て
い
る
文
章
が
、
一
九
四
三
年
に
発
表

さ
れ
た
「
大
東
亜
建
設
と
国
語
国
文
学
の
あ
り
か
た
」（
日
本
諸
学
振
興
委

員
会
編
「
日
本
諸
学
」
第
4
号
、
一
九
四
三
・
一
〇
）
で
あ
る
。
も
ち
ろ
ん
こ
の

文
章
を
読
む
際
に
は
、「
大
東
亜
戦
争
期
」
で
あ
る
と
い
う
時
宜
的
条
件

に
朝
鮮
が
あ
る
こ
と
を
考
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
高
木
も
、
自
身
の
論

を
展
開
す
る
に
あ
た
っ
て
、〔
冷
静
に
学
を
実
践
す
る
態
度
を
〕「
時
局
の

緊
迫
を
意
識
し
な
い
非
国
民
的
態
度
と
し
て
排
撃
」
す
る
こ
と
は
あ
っ
て

は
な
ら
な
い
と
し
て
、「
和
」
の
精
神
を
主
張
し
て
い
る
。
そ
し
て
、「
大

東
亜
建
設
」
の
た
め
の
「
国
文
学
」
の
使
命
を
語
る
時
、「
学
」
と
し
て

の
日
本
語
・
日
本
文
学
と
、「
方
便
」
と
し
て
の
日
本
語
・
日
本
文
学
（
例

え
ば
、〔「
大
東
亜
」諸
民
族
の
教
育
の
た
め
の
〕「
簡
易
化
さ
れ
た
日
本
語
」）

が
、「
同
位
同
列
」
で
は
あ
り
得
ず
、
そ
の
差
異
の
根
本
に
は
、〔
前
者
で

あ
る
〕「
国
文
学
」
の
「
主
導
性
・
規
範
性
」
が
あ
る
と
論
じ
た
。
京
城

帝
大
在
職
時
と
「
大
東
亜
戦
争
」
期
を
と
で
は
プ
ロ
パ
ガ
ン
ダ
の
煽
情
度

に
差
が
あ
る
と
は
い
え
、
高
木
の
根
本
的
な
認
識
構
造
に
違
い
が
な
い
こ

と
が
、「
朝
鮮
の
国
語
教
育
に
つ
い
て
」
と
「
大
東
亜
建
設
と
国
語
国
文

学
の
あ
り
か
た
」
と
い
う
二
つ
の
論
文
に
よ
っ
て
わ
か
る
。

三
―
四　
「
空
虚
な
中
心
」
と
し
て
の
「
国
文
学
」

　

高
木
の
論
文
「
民
族
文
学
と
し
て
の
記
紀
歌
謡
」
で
明
確
に
し
て
い
る

よ
う
に
、「
民
族
文
学
の
「
民
族
」
は
個
人
性
ま
た
は
個
性
に
対
す
る
「
民

族
」（folk, V

olk

）
の
意
」（『
高
木
市
之
助
全
集
』
第
一
巻
：
一
〇
一
頁
）
で
あ
っ

た
。
当
時
の
「
国
民
文
学
史
」
再
構
成
の
過
程
、
特
に
歌
謡
史
な
い
し
和

歌
史
に
つ
い
て
の
記
述
に
お
い
て
、
こ
の
「
民
族
」
と
い
う
概
念
は
、
民

俗
学
や
神
話
学
な
ど
の
周
辺
の
学
問
の
影
響
に
対
し
て
反
証
す
る
も
の
で

あ
る
。

　

西
郷
信
綱
（「
解
説
」『
高
木
市
之
助
全
集
』
第
一
巻
：
四
八
二
～
四
八
三
頁
）
が

高
木
の
『
吉
野
の
鮎
』
を
折
口
信
夫
の
代
表
的
著
作
『
古
代
研
究
』
と
比

較
し
て
指
摘
し
た
よ
う
に
、
折
口
の
「
類
化
性
能
」
と
大
別
さ
れ
る
高
木

の
方
法
論
は
「
別
化
性
能
」
で
あ
り
、
差
異
点
を
浮
き
彫
り
に
す
る
と
い

う
性
質
の
強
い
も
の
で
あ
っ
た（

11
（

。
す
な
わ
ち
、「
類
化
」
が
民
俗
学
や
神

話
学
で
は
当
然
視
さ
れ
る
の
と
違
っ
て
、
文
学
は
固
有
の
独
自
性
を
発
見

す
る
こ
と
が
何
よ
り
も
重
要
な
こ
と
と
見
な
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。

　

高
木
に
と
っ
て
、「
民
族
」
は
一
定
の
帰
属
意
識
を
前
提
と
す
る
集
団

を
意
味
し
た
。
さ
ら
に
、こ
の
「
民
族
」
と
い
う
用
語
は
、「
文
化
」
や
「
未

開
」
と
い
う
こ
と
ば
の
背
後
に
結
び
付
き
、
本
質
的
に
異
な
る
層
位
の
さ

ま
ざ
ま
な
民
族
文
学
を
区
分
し
て
論
じ
る
根
拠
と
し
て
使
わ
れ
て
い
る
。

「
民
族
文
学
と
し
て
の
記
紀
歌
謡
」
で
は
、
こ
れ
ま
で
民
族
文
学
と
し
て

扱
わ
れ
て
き
た
「
記
紀
歌
謡
」
が
ど
の
よ
う
な
種
類
の
民
族
文
学
か
を
論

じ
な
が
ら
、「
民
族
」
を
「
文
化
」
と
「
未
開
」
と
い
う
二
つ
の
「
層
位
」

に
区
分
す
る
。
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（
一
）
は
わ
れ
わ
れ
文
化
民
族
が
そ
の
文
化
の
初
期
に
お
い
て
、
文

学
に
個
性
が
十
分
表
現
さ
れ
て
い
な
い
た
め
の
民
族
文
学
で
あ
り
、

（
二
）
は
同
じ
く
文
化
民
族
に
お
い
て
、
す
で
に
文
化
が
発
達
し
、

個
性
を
表
現
す
る
文
学
が
創
作
さ
れ
る
一
方
に
行
わ
れ
て
い
る
民
族

文
学
で
あ
り
、（
三
）
は
今
日
の
未
開
民
族
中
に
求
め
ら
れ
る
民
族

文
学
で
あ
る
。 

（
同
：
一
〇
二
頁
）

　
（
二
）
と
（
三
）
は
比
較
的
低
級
な
文
学
で
あ
り
、「
記
紀
歌
謡
」
は
「
日

本
の
古
典
文
学
に
お
け
る
、
ほ
と
ん
ど
あ
ら
ゆ
る
韻
文
の
母
胎
」（
同
：

一
〇
五
頁
）
と
な
る
代
表
的
文
学
で
あ
り
、（
一
）
に
属
す
る
と
し
た
。
特

に
「
記
紀
歌
謡
」
の
中
で
、
和
歌
の
形
態
を
有
す
る
全
て
の
歌
謡
の
精
神

に
つ
い
て
調
査
し
た
結
果
は
、
こ
れ
に
先
立
っ
て
形
態
に
つ
い
て
調
査
し

た
結
果
と
完
全
に
一
致
す
る
と
し
て
、
こ
の
よ
う
な
形
態
と
精
神
の
表
裏

一
体
の
関
係
を
手
が
か
り
に
、「
記
紀
歌
謡
」
が
和
歌
の
「
原
型
」
の
位

置
に
立
つ
こ
と
を
主
張
し
た
。
つ
ま
り
、「
記
紀
歌
謡
」
が
和
歌
成
立
の

母
胎
と
判
断
し
た
の
で
あ
る
。
こ
の
論
文
以
前
の
「
日
本
文
学
に
お
け
る

叙
事
詩
時
代
」
に
お
い
て
、
高
木
は
「
叙
事
詩
的
な
文
学
」
の
発
生
条
件

と
し
て
、「
共
通
類
似
の
社
会
状
態
」
＝
「
英
雄
時
代
」
を
提
示
し
、
こ

の
段
階
を
経
験
し
た
民
族
を
「
文
化
民
族
」
と
規
定
す
る
用
語
と
し
て
使

用
し
て
い
る
（
同
：
八
八
～
九
四
頁
）。
こ
の
時
、
高
木
は
「
文
化
民
族
」
を

「
位
置
風
土
そ
の
他
の
外
的
事
情
」
な
ど
の
地
政
学
的
条
件
に
よ
る
だ
け

で
は
な
く
、そ
れ
よ
り
も
本
質
的
な
「
欠
陥
」（
同
：
一
〇
三
頁
）
の
あ
る
「
未

開
民
族
」
に
相あ
い

対
す
る
も
の
と
し
て
意
味
を
規
定
し
て
い
る
。

　

当
時
、
民
俗
学
や
神
話
学
で
は
「
文
化
民
族
」
を
通
時
的
な
段
階
と
し

て
設
定
し
て
い
た
の
に
対
し
て
、
高
木
は
、「
未
開
民
族
」
と
共
時
的
に

存
在
す
る
、
個
別
の
内
在
的
な
属
性
に
注
目
し
た
の
で
あ
る
。
そ
れ
ゆ
え
、

こ
こ
で
「
民
族
」
は
、
高
木
が
「
民
族
文
学
」
を
定
義
し
な
が
ら
使
用
し

たfolk, V
olk

が
、
文
化
水
準
を
基
準
と
し
て
区
分
さ
れ
た
不
変
的
か
つ

自
然
な
統
一
体
な
い
し
生
活
体
の
意
味
に
入
れ
替
え
ら
れ
て
い
る
と
言
え

る
。
こ
の
よ
う
に
同
一
の
論
文
で
、
両
義
的
に
使
用
さ
れ
た
「
民
族
」
ま

た
は
「
民
族
文
学
」
と
い
う
用
語
に
は
、
つ
ま
る
と
こ
ろ
、
そ
の
深
層
に

強
い
帰
属
意
識
が
潜
ん
で
い
た
。
そ
の
結
果
と
し
て
、
民
族
文
学
を
研
究

す
る
高
木
と
し
て
は
、
植
民
地
体
制
と
い
う
当
時
の
状
況
ゆ
え
に
、
朝
鮮

で
の
「
国
文
学
」
研
究
と
い
う
範
疇
を
、
意
識
的
に
も
無
意
識
的
に
も
京

城
帝
大
の
外
部
に
拡
大
し
よ
う
と
は
し
な
か
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
の

よ
う
な
意
識
の
中
に
は
、朝
鮮
民
族
を
相
手
に
本
能
的
に
「
民
族
の
異
同
」

を
感
知
し
た
帰
属
意
識
に
止
ま
ら
ず
、「
国
語
」
に
よ
っ
て
成
り
立
っ
て

い
る
学
問
で
あ
る
「
国
文
学
」
と
い
う
権
威
に
対
す
る
強
い
執
着
も
存
在

し
て
い
た
は
ず
で
あ
る
。

　

民
族
文
学
史
は
結
局
、
民
族
理
念
を
背
負
っ
た
正キ
ャ
ノ
ン典

の
選
定
と
い
う
過

程
を
必
ず
経
る
こ
と
に
な
る
。
デ
イ
ヴ
ィ
ッ
ド
・
バ
イ
ア
ロ
ッ
ク
の
論
文

「
国
民
的
叙
事
詩
の
発
見
―
近
代
の
古
典
と
し
て
の
『
平
家
物
語
』」（
シ

ラ
ネ
、
鈴
木
編
一
九
九
九
：
一
五
九
～
一
六
四
頁
）
は
、
こ
の
視
点
か
ら
、『
平

家
物
語
』
の
正
典
化
の
過
程
で
重
要
な
役
割
を
果
た
し
た
と
し
て
、
高
木

を
評
価
す
る
と
同
時
に
批
判
し
て
い
る
。
本
稿
で
は
、
民
謡
性
と
民
族
文

学
と
い
う
範
疇
に
注
目
し
た
高
木
の
「
国
文
学
史
」
が
、
果
た
し
て
植
民
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地
（
朝
鮮
）
の
文
学
と
ど
の
よ
う
に
関
連
し
て
い
た
か
、
と
い
う
点
に
関

心
を
置
い
て
き
た
。
そ
し
て
、
民
族
と
民
衆
と
を
一
体
視
す
る
思
考
に
基

づ
い
て
、
民
謡
性
を
有
す
る
文
学
を
民
族
文
学
の
本
質
と
し
て
捉
え
よ
う

と
し
た
高
木
の
意
図
に
注
目
し
た
。
近
代
に
お
け
る
こ
の
よ
う
な
正
典
の

選
定
は
、「
文
学
」
の
定
義
に
関
わ
る
も
の
で
あ
る
と
同
時
に
、「
民
族
的

な
も
の
」
に
つ
い
て
の
定
義
と
も
関
わ
っ
て
い
る
。
ハ
ル
オ
・
シ
ラ
ネ
が

指
摘
し
た
よ
う
に
、「
創
造
さ
れ
た
正
典
」
は
共
同
体
が
そ
の
ア
イ
デ
ン

テ
ィ
テ
ィ
を
形
成
す
る
た
め
に
、
文
化
的
過
去
を
構
築
す
る
「
記
憶
の
政

治
学
」（
同
：
四
一
頁
）
と
深
く
関
わ
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。

　

日
本
近
代
に
お
け
る
、
民
衆
文
化
と
正
典
の
形
成
を
め
ぐ
る
最
も
重
要

な
議
論
は
、
明
治
末
期
と
大
正
初
期
の
「
民
俗 folk

」
概
念
の
登
場
と
と

も
に
始
ま
っ
た
。
こ
れ
に
先
立
つ
明
治
中
期
の
「
国
民
文
学
」
形
成
の
動

き
は
、
天
皇
と
国
民
が
一
体
で
あ
る
こ
と
を
強
調
し
た
が
、
こ
の
動
き
と

は
対
照
的
に
、
明
治
末
期
以
降
の
「
国
民
文
学
」
運
動
は
、
雑
誌
「
帝
国

文
学
」（
一
八
九
五
～
一
九
一
七
）を
中
心
に
ド
イ
ツ
浪
漫
主
義
と
ハ
イ
ン
リ
ッ

ヒ
・
ハ
イ
ネ
、
グ
リ
ム
兄
弟
な
ど
の
西
洋
の
フ
ォ
ー
ク
リ
ス
ト
の
影
響
を

受
け
な
が
ら
展
開
し
た
。
そ
の
中
で
、
民
俗
、
伝
説
、
神
話
、
民
謡
な
ど

が
、
古
代
か
ら
民
族
共
同
体
と
し
て
日
本
民
族
の
真
髄
を
体
現
し
た
も
の

だ
と
考
え
ら
れ
た（

1（
（

。

　

高
木
も
「
帝
国
文
学
」
の
議
論
が
自
分
に
与
え
た
影
響
に
つ
い
て
語
っ

た
こ
と
が
あ
る
。
た
だ
し
、
折
悪
し
く
、
高
木
に
と
っ
て
そ
の
実
践
の
場

は
、京
城
帝
大
、す
な
わ
ち
植
民
地
朝
鮮
だ
っ
た
の
で
あ
る
。「
国
文
学
史
」

は
、
高
木
に
、
民
族
共
同
体
を
体
現
す
る
原
則
と
理
念
の
確
立
に
加
え
て
、

植
民
地
の
融
合
と
同
化
と
い
う
新
た
な
任
務
を
与
え
た（

11
（

。
し
か
し
、
先
述

し
た
よ
う
に
、
高
木
の
方
法
が
「
別
化
（
性
能
）」
に
あ
っ
た
だ
け
に
、

む
し
ろ
彼
は
植
民
地
の
民
族
文
学
史
と
は
絶
縁
し
た
と
こ
ろ
で「
国
文
学
」

研
究
に
邁
進
し
、
学
生
ら
を
指
導
し
た
。
も
ち
ろ
ん
民
族
正
典
の
形
成
＝

文
学
史
の
編
制
は
、
支
配
と
解
放
の
両
方
の
手
段
と
し
て
作
用
し
得
る
。

し
か
し
、
高
木
に
と
っ
て
、
朝
鮮
文
学
史
は
、
当
然
の
こ
と
な
が
ら
、
個

別
的
な
も
の
と
認
定
さ
れ
る
に
止
ま
っ
た
。
そ
れ
ゆ
え
、
自
己
回
帰
の
た

め
の
高
木
の
「
国
文
学
史
」
は
、
権
力
が
意
図
し
た
も
の
、
つ
ま
り
朝
鮮

文
学
史
の
融
合
と
同
化
を
放
棄
し
た
、
と
結
論
付
け
ら
れ
る
よ
う
に
見
え

る（
11
（

。
し
か
し
、
民
族
の
差
異
を
表
わ
す
も
の
と
し
て
言
語
の
本
質
を
認
定

し
た
高
木
は
、学
問
と
し
て
の
「
国
文
学
」
と
方
便
と
し
て
の
「
国
文
学
」

と
を
区
別
し
た
こ
と
に
表
れ
て
い
る
よ
う
に
、「
国
文
学
」
講
座
自
体
の

権
力
性
は
、
全
て
の
「
差
異
」
さ
え
を
も
認
め
る
「
空
虚
な
中
心
」（
バ

ル
ト
一
九
九
六
）
と
等
し
い
も
の
で
あ
り
、
結
局
の
と
こ
ろ
、
植
民
地
の
文

学
史
は
も
ち
ろ
ん
、
植
民
地
知
識
人
の
内
面
ま
で
融
合
し
同
化
す
る
磁
場

の
役
割
を
果
た
す
し
か
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
高
木
が
志
向

し
た
個
別
と
し
て
の
「
国
文
学
史
」
も
、
植
民
地
の
文
学
史
を
融
合
し
同

化
す
る
言
説
と
は
決
し
て
無
関
係
で
は
な
か
っ
た
。
そ
れ
は
、
戦
後
の
高

木
の
「
懺
悔
」（
＝
「
国
文
学
」
再
構
築
の
過
程
）
を
通
し
て
だ
け
で
は

な
く
、韓
国
に
お
い
て
も
大
学
制
度
や
、制
度
と
し
て
の
「
国
文
学
史
」（
＝

韓
国
文
学
史
）
の
形
成
過
程
に
排
他
的
民
族
主
義
が
深
く
作
用
し
た
歴
史

か
ら
も
確
認
で
き
る
。

　

高
木
の
自
省
的
な
こ
と
ば
を
借
り
れ
ば
、「
閉
塞
的
拘
束
的
」
な
「
国
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文
学
」
が
、
他
民
族
と
関
わ
っ
た
後
の
歴
史
と
記
憶
は
、
今
日
の
我
々
の

間
に
ど
の
よ
う
に
残
存
し
て
い
る
の
か
。
ま
た
、
韓
国
社
会
は
果
た
し
て

帝
国
の
「
国
文
学
」
の
歴
史
の
記
憶
か
ら
、
完
全
に
自
由
と
な
っ
て
、
他

者
と
し
て
日
本
文
学
に
向
き
合
っ
て
い
る
か
。
私
は
、
京
城
帝
大
の
「
国

文
学
」
講
座
に
つ
い
て
の
本
稿
の
考
察
に
よ
っ
て
、
ポ
ス
ト
コ
ロ
ニ
ア
ル

の
問
題
に
つ
い
て
の
再
解
釈
を
求
め
た
い
。

四　

終
わ
り
に

　

京
城
帝
大
「
国
文
学
」
講
座
は
、
初
め
て
「
外
地
」
に
「
進
出
」
し
た

「
国
文
学
」
と
い
う
意
味
に
お
い
て
、
帝
国
日
本
に
お
け
る
ア
カ
デ
ミ
ズ

ム
（
帝
国
大
学
）
の
あ
ら
ゆ
る
「
国
文
学
」
講
座
と
は
異
な
る
様
相
を
見

せ
る
、新
た
な
存
在
で
あ
っ
た
。
本
稿
で
は
、「
国
文
学
」
の
朝
鮮
「
進
出
」

の
伝
令
士
と
し
て
朝
鮮
に
渡
っ
て
い
た
時
期
の
高
木
の
経
験
を
、彼
の「
国

文
学
」
研
究
に
関
連
付
け
て
考
察
し
た
。

　

高
木
は
、
朝
鮮
を
「
国
文
学
」
研
究
の
た
め
の
学
問
的
実
践
の
場
と
見

て
い
な
か
っ
た
。「
国
文
学
」
を
専
攻
し
た
朝
鮮
人
も
徐ソ
ド
ゥ
ス

斗
銖
と
崔チ
ェ
ソ
ン
ヒ

星
煕

の
二
人
に
過
ぎ
な
い
。
そ
れ
ゆ
え
、
高
木
は
、
権
力
の
意
図
し
た
、
国
民

の
歴
史
＝
「
国
文
学
史
」
に
よ
る
、
朝
鮮
人
の
歴
史
＝
朝
鮮
文
学
の
融
合

と
同
化
を
放
棄
し
た
か
の
よ
う
に
見
え
る
。
し
か
し
、高
木
の
「
国
文
学
」

講
座
そ
の
も
の
が
帯
び
た
権
力
性
は
、
解
放
以
後
も
韓
国
文
学
史
の
内
面

意
識
に
ま
で
浸
透
し
て
い
た
。
特
に
民
族
文
学
史
の
記
述
や
、
制
度
史
に

深
い
影
響
を
及
ぼ
し
た
の
で
あ
る
。

　

解
放
直
後
、「
国
文
学
＝
韓
国
文
学
」
研
究
に
携
わ
る
者
た
ち
に
と
っ
て
、

過
去
の
「
国
語
＝
日
本
語
」
や
「
国
文
学
＝
日
本
文
学
」
は
、
そ
の
内
面

の
奥
底
に
支
配
者
と
し
て
記
憶
さ
れ
た
こ
と
を
挙
げ
た
い
。
当
時
、
京
城

帝
大
の
「
朝
鮮
文
学
」
専
攻
者
た
ち
が
中
心
と
な
っ
て
民
族
文
学
史
を
新

た
に
記
述
す
る
時
に
さ
え
、「
国
文
学
」
と
は
容
易
に
命
名
で
き
な
か
っ

た
ほ
ど
に
、「
国
文
学
史
＝
日
本
文
学
史
」
と
い
う
過
去
の
記
憶
に
繋
縛

さ
れ
て
い
た
の
で
あ
る（

14
（

。

　
「
国
文
学
」
講
座
そ
の
も
の
の
権
力
性
は
、
あ
ら
ゆ
る
「
差
異
」
を
も

認
め
て
し
ま
う
「
空
虚
な
中
心
」
の
よ
う
な
も
の
で
あ
っ
た
た
め
に
、
結

局
の
と
こ
ろ
、
植
民
地
の
文
学
史
は
も
ち
ろ
ん
、
植
民
地
知
識
人
の
内
面

の
何
も
か
も
を
融
合
・
同
化
さ
せ
る
磁
場
の
役
割
を
果
た
し
た
。
そ
れ
は
、

戦
後
の
高
木
の
「
懺
悔
」（「
国
文
学
」
再
構
築
の
過
程
）
を
通
し
て
だ
け

で
は
な
く
、解
放
後
の
韓
国
に
お
け
る
大
学
制
度
や
、制
度
と
し
て
の
「
国

文
学
史
」（
韓
国
文
学
史
）
の
形
成
過
程
に
、
排
他
的
民
族
主
義
が
深
く

作
用
し
た
と
い
う
歴
史
か
ら
も
確
認
で
き
る
。民
族
文
学
史
と
し
て
の「
国

文
学
史
」（
＝
韓
国
文
学
史
）
の
記
憶
は
、「
国
文
学
＝
日
本
文
学
」
を
排

除
す
る
し
か
選
択
の
余
地
は
な
か
っ
た
。
し
か
し
、
そ
こ
に
作
用
し
て
い

た
排
除
の
政
治
学
は
、過
去
（
歴
史
と
記
憶
）
の
「
国
文
学
＝
日
本
文
学
」

の
「
空
虚
な
中
心
」
と
い
う
権
力
を
模
倣
し
て
い
た
。「
国
文
学
＝
日
本

文
学
」
を
転
倒
さ
せ
る
形
で
、
新
た
な
「
国
文
学
」
を
誕
生
さ
せ
た
の
で

あ
る
。
そ
れ
は
、
国
民
国
家
の
建
設
過
程
と
不
可
分
の
関
係
で
進
め
ら

れ
た
。

　

一
九
六
三
年
に
韓
国
の
大
学
に
日
本
語
学
科
が
開
設
さ
れ
る
ま
で
は
、

大
学
制
度
に
お
い
て
日
本
語
や
日
本
文
学
は
徹
底
的
に
疎
外
さ
れ
て
い
た
。
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今
日
で
は
、
韓
国
の
ほ
と
ん
ど
の
四
年
制
大
学
に
お
い
て
、「
日
本
語
」

や
「
日
本
文
学
」
に
関
わ
る
学
科
が
開
設
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
上
、「
日

本
学
」
関
連
の
い
く
つ
か
の
学
会
も
存
在
し
、
精
力
的
に
活
動
を
続
け
て

い
る
。
解
放
後
二
〇
年
近
く
、
日
本
に
関
わ
る
学
科
や
学
会
を
組
織
す
る

こ
と
自
体
が
、
権
力
の
政
治
的
判
断
に
委
ね
ら
れ
て
き
た
の
で
あ
る
。

　

現
在
で
は
、
過
去
の
よ
う
な
現
実
は
存
在
し
な
い
。
し
か
し
、
そ
う
で

あ
る
か
ら
と
言
っ
て
、内
面
の
奥
底
に
位
置
付
け
ら
れ
た
帝
国
「
国
文
学
」

の
歴
史
と
し
て
の
「
日
本
文
学
」
の
記
憶
か
ら
、
我
々
は
完
全
に
自
由
に

な
っ
て
い
る
と
言
え
る
で
あ
ろ
う
か
。

注（
（
） 「
朝
鮮
大
学
」（
大
学
設
立
に
関
す
る
議
論
が
始
ま
っ
た
頃
に
は
こ
う
称

し
て
い
た
）
の
設
立
が
公
論
化
さ
れ
た
こ
と
に
よ
り
、
朝
鮮
総
督
府
傘
下

の
学
務
局
と
本
国
の
ア
カ
デ
ミ
ズ
ム
の
間
で
、
既
得
権
に
関
す
る
論
争
と

葛
藤
が
起
こ
っ
た
。
京
城
帝
大
が
こ
の
論
争
と
葛
藤
を
総
合
的
に
解
決
し

な
が
ら
開
設
さ
れ
た
と
い
う
こ
と
が
、
創
設
当
時
の
教
授
の
構
成
を
み
れ

ば
わ
か
る
。

（
1
） 

麻
生
磯
次
は
一
九
二
一
度
年
か
ら
二
年
間
、
朝
鮮
総
督
府
学
務
局
編
輯

課
で
編
修
書
記
で
あ
っ
た
こ
と
が
あ
り
、
京
城
帝
大
へ
赴
任
し
て
初
め
て

朝
鮮
に
来
た
の
で
は
な
か
っ
た
。

（
1
） 

高
木
市
之
助
の
朝
鮮
行
き
や
、
高
木
と
時
枝
誠
記
の
関
係
に
つ
い
て
は
、

『
国
文
学
五
十
年
』、
お
よ
び
「
時
枝
誠
記
氏
を
惜
し
む
」（『
高
木
市
之
助

全
集
』
第
九
巻
で
の
題
は
「
そ
の
学
問
と
風
格
に
つ
い
て
」）
と
「
時
枝
さ

ん
の
思
い
出
」（
と
も
に
『
高
木
市
之
助
全
集
』
第
九
巻
）
参
照
。

（
4
） 「
朝
鮮
文
学
」
講
座
は
、
小
倉
進
平
と
高
橋
亨
の
第
一
講
座
と
第
二
講
座

で
始
ま
る
。
し
か
し
小
倉
は
、
一
九
三
三
年
に
東
京
帝
大
の
言
語
学
科
へ

と
離
任
し
て
か
ら
は
、
京
城
帝
大
で
は
兼
任
講
師
と
し
て
夏
休
み
な
ど
を

利
用
し
た
集
中
講
義
の
み
出
講
し
て
い
た
。
一
九
三
九
年
に
、
高
橋
が
定

年
退
職
と
な
り
欠
員
が
生
じ
た
と
こ
ろ
に
、金キ
ム

台テ

俊ジ
ュ
ン

김
태
준（「
支
那
語
学
・

支
那
文
学
」
第
二
回
卒
業
生
）
を
務
め
さ
せ
る
が
、
助
教
授
で
は
な
く
講

師
と
し
て
の
採
用
で
あ
っ
た
。「
朝
鮮
文
学
」
講
座
は
、「
国
文
学
」
講
座

と
は
異
な
り
、
教
員
の
採
用
面
に
お
い
て
徹
底
的
に
疎
外
さ
れ
て
い
た
。

（
1
） 

こ
れ
は
、
は
じ
め
雑
誌
「
文
学
」
に
、
一
九
六
五
年
年
四
月
か
ら
一
一

月
ま
で
の
間
、
八
回
に
わ
た
り
聞
き
書
き
の
形
で
連
載
さ
れ
た
も
の
で
あ

る
。
記
録
係
は
、村
上
学
の
他
三
名
（
中
西
達
治
、久
野
孝
昭
、深
萱
和
男
）

が
担
当
し
た
。
高
木
は
岩
波
書
店
で
出
版
さ
れ
た
単
行
本
（
一
九
六
七
）

の
「
あ
と
が
き
」
で
、
こ
の
本
の
性
格
に
つ
い
て
「
国
文
学
へ
の
不
信
不

安
や
挫
折
失
敗
を
告
白
し
て
み
」
た
も
の
だ
と
述
べ
て
い
る
。

（
1
） 

芳
賀
矢
一
が
国
学
の
科
学
性
に
つ
い
て
信
頼
を
寄
せ
る
こ
と
が
で
き
た

の
は
、
ド
イ
ツ
留
学
を
通
し
て
得
た
日
本
国
学
と
ド
イ
ツ
文
献
学
と
の
類

似
性
に
よ
る
。
し
か
し
、芳
賀
が
、ド
イ
ツ
文
献
学
に
よ
っ
て
「
国
文
学
史
」

の
研
究
法
を
見
つ
け
出
そ
う
と
し
た
の
は
、
単
に
そ
の
類
似
性
か
ら
で
は

な
く
、時
代
の
要
請
に
応
え
る
た
め
で
あ
っ
た
。
一
九
世
紀
ド
イ
ツ
は
「
国

家
統
一
」
と
「
後
進
の
近
代
的
な
編
制
」
を
急
速
に
挽
回
す
る
必
要
か
ら
、

自
国
の
封
建
制
を
清
算
す
る
過
程
で
、
他
の
先
進
国
の
持
つ
近
代
性
を
早

急
に
取
り
入
れ
よ
う
と
試
み
て
い
た
。
こ
の
よ
う
な
時
代
の
流
れ
の
上
で
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生
ま
れ
た
と
言
え
る
ド
イ
ツ
文
献
学 Philologie

こ
そ
、
民
族
の
よ
り
多

く
の
文
献
を
通
し
て
、
民
族
の
精
神
を
表
明
す
る
こ
と
第
一
目
標
と
し
て

い
た
。
そ
れ
は
、
明
治
三
〇
年
代
の
日
本
と
、
当
時
の
国
学
が
近
代
化
を

急
が
ね
ば
な
ら
な
か
っ
た
事
情
と
正
に
一
致
し
て
い
た
の
で
あ
る
（
内
野

一
九
七
四
：
三
八
六
～
三
八
七
）。

（
1
） 

芳
賀
矢
一
は
、
文
学
と
は
「
階
級
の
如
何
を
問
は
ず
、
専
門
の
如
何
に

関
ら
ず
、
凡
て
人
と
し
人
た
ら
ん
者
に
普
通
な
る
知
識
と
、
普
通
な
る
感

情
と
に
訴
へ
て
多
少
の
興
味
を
有
す
る
も
の
」（「
国
文
学
読
本
緒
論
」、
芳

賀
一
九
六
八
：
一
九
七
頁
）
で
あ
り
、「
普
通
識
と
普
通
情
の
発
達
は
一
国

土
の
文
明
開
化
に
於
て
尤
も
重
要
な
る
元
素
た
る
こ
と
を
知
る
べ
し
。
是

に
於
て
か
文
学
の
す
べ
き
こ
と
も
亦
知
る
べ
き
な
り
。
蓋
し
文
学
は
其
終

極
の
意
味
に
於
て
は
、
一
国
生
活
の
写
影
な
り
。
人
民
思
想
の
反
照
な
り
。

普
通
の
識
情
を
表
彰
す
る
同
時
に
普
通
の
識
情
を
奨
進
し
、
社
会
の
動
力

よ
り
生
しマ
マ

て
亦
自
ら
社
会
の
動
力
と
な
り
、
果
と
な
り
、
因
と
な
り
て
社

会
の
発
達
進
歩
を
促
す
も
の
な
り
」（
同
書
：
一
九
八
頁
）
と
述
べ
た
。
特

に
「
普
通
」
を
強
調
し
て
い
る
よ
う
に
、
芳
賀
は
近
代
の
均
質
性
に
注
目

し
た
国
家
主
義
者
で
あ
り
、
民
族
主
義
者
で
あ
り
、
浪
漫
主
義
者
的
な
立

場
に
立
つ
者
で
あ
っ
た
。

（
1
） 

秋
山
虔
「
解
説
」『
国
文
学
全
史　

平
安
朝
篇
』（
平
凡
社
版
）：
三
四
五

頁
。
そ
の
他
に
も
風
巻
景
次
郎
「
芳
賀
矢
一
と
藤
岡
作
太
郎
」（
一
九
五
五
）

参
照
。

（
1
） 

藤
岡
に
対
す
る
高
木
の
記
憶
と
評
価
を
見
て
み
よ
う
。「
先
生
の
『
国
文

学
全
史　

平
安
朝
篇
』
が
刊
行
さ
れ
た
の
は
私
が
中
学
生
の
時
分
だ
っ
た

ら
し
い
が
、
三
高
に
入
っ
て
間
も
な
く
私
が
私
の
学
資
の
大
半
を
割
い
て

再
版
本
を
購
い
え
た
こ
と
は
そ
の
ま
ま
私
の
国
文
学
コ
ー
ス
を
決
定
し
、

そ
し
て
本
書
に
対
す
る
魅
力
は
や
が
て
著
者
へ
の
憧
憬
へ
形
を
変
え
、
こ

の
憧
憬
が
さ
ら
に
東
京
へ
の
魅
力
に
変
わ
っ
て
い
た
も
の
の
よ
う
で
あ
る
。

私
は
今
日
的
立
場
に
立
っ
て
今
こ
の
国
文
学
界
に
お
け
る
最
初
の
学
位
論

文
の
書
評
を
試
み
よ
う
な
ど
と
は
思
わ
な
い
け
れ
ど
も
、
た
だ
先
生
が
当

時
の
高
等
学
校
や
大
学
の
学
生
に
与
え
た
威
力
と
い
う
か
感
化
力
と
い
う

か
、
そ
れ
に
匹
敵
し
た
も
の
を
今
日
の
学
界
に
求
め
た
ら
い
っ
た
い
誰
に

当
た
る
だ
ろ
う
か
」
と
述
べ
、
そ
し
て
藤
岡
の
著
書
の
魅
力
は
「
ア
カ
デ

ミ
ズ
ム
を
越
え
た
評
論
的
な
視
野
の
広
さ
が
あ
っ
た
」
と
評
価
し
、「
虚
勢

を
張
っ
た
帝
大
ア
カ
デ
ミ
ズ
ム
に
対
す
る
無
意
識
に
近
い
反
発
の
中
に
、

そ
れ
と
は
異
質
な
真
の
偉
大
さ
に
近
い
も
の
を
こ
れ
も
半
ば
無
意
識
の
う

ち
に
先
生
に
は
感
じ
て
い
た
」
と
高
木
は
述
べ
る
（「
李
花
亭
の
記
」『
高

木
市
之
助
全
集
』
第
九
巻
：
四
四
四
～
四
四
五
頁
）。
藤
岡
は
高
木
が
入
学

し
て
間
も
な
く
死
去
し
た
。
し
か
し
、
高
木
の
「
ア
カ
デ
ミ
ズ
ム
を
越
え

た
評
論
的
な
視
野
の
広
さ
」
を
持
つ
と
さ
れ
る
藤
岡
に
対
す
る
評
価
と
ア

カ
デ
ミ
ズ
ム
に
対
す
る
反
逆
は
、
額
面
通
り
に
受
け
止
め
て
よ
い
か
、
少

し
疑
問
が
残
る
。
な
ぜ
な
ら
、『
国
文
学
五
十
年
』
を
書
い
た
（
記
憶
を
回

顧
し
て
陳
述
し
た
）
当
時
（
戦
後
）
に
は
、
既
に
「
国
文
学
史
」
の
地
位

と
理
念
が
大
き
く
変
化
し
て
い
た
か
ら
で
あ
る
。

（
（1
） 
本
稿
で
は
高
木
が
「
国
文
学
史
」
の
伝
令
士
と
し
て
朝
鮮
に
渡
り
、
朝

鮮
を
「
感
じ
て
」、
自
身
の
国
文
学
を
通
し
て
朝
鮮
文
学
と
ど
の
よ
う
な
接

点
で
出
合
っ
た
の
か
を
考
察
す
る
。
よ
っ
て
高
木
の
国
文
学
研
究
に
表
れ
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た
本
質
的
な
問
題
と
は
異
な
る
一
面
を
見
せ
る
か
も
し
れ
な
い
。
そ
の
問

題
に
関
す
る
研
究
は
本
稿
以
降
に
改
め
て
検
討
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
が
、

こ
こ
で
は
そ
の
本
質
的
問
題
で
あ
る
「
差
異
と
同
一
」
に
つ
い
て
は
念
頭

に
置
か
ず
、
朝
鮮
ま
た
は
朝
鮮
文
学
の
周
辺
と
し
て
の
高
木
の
国
文
学
と

い
う
限
定
さ
れ
た
範
囲
で
論
じ
て
い
き
た
い
。

（
（（
） 

京
城
帝
大
に
関
係
の
な
い
朝
鮮
人
に
関
す
る
回
顧
は
、
高
木
に
ハ
ン
グ

ル
を
教
え
て
く
れ
た
道
庁
勤
務
の
「
洪
さ
ん
」
と
、「
オ
ー
ル
ド
ミ
ス
孫
さ

ん
」
と
い
う
人
に
つ
い
て
だ
け
で
あ
る
。

（
（1
） 

高
木
市
之
助
「
英
利
世
夫
と
徐
斗
銖
─
祖
国
亡
命
─
」『
高
木
市
之
助
全

集
』
第
九
巻
、
一
九
五
～
一
九
六
頁
）。
徐
斗
銖
の
他
に
も
朝
鮮
人
と
し
て

国
語
学
国
文
学
を
専
攻
し
た
人
物
は
、第
七
回
卒
業
生
（
一
九
三
六
年
）
で
、

「
近
世
怪
異
小
説
研
究
」
と
い
う
卒
業
論
文
を
書
い
た
崔チ
ェ

星ソ
ン

熙ヒ 

최
성
희
が

い
た
。
し
か
し
、
崔
星
熙
は
さ
ら
に
法
学
を
専
攻
し
、
一
九
三
八
年
に
法

学
士
を
取
得
し
た
。

（
（1
） 

深
萱
和
男
（「
解
題
」『
高
木
市
之
助
全
集
』
第
一
巻
：
四
八
九
頁
）
は
『
吉

野
の
鮎
』
の
内
容
を
五
部
に
分
け
て
次
の
よ
う
に
整
理
し
て
い
る
。
⑴
記

紀
歌
謡
を
創
造
し
た
詩
精
神
に
つ
い
て
論
じ
た
も
の
（
二
編
）、
⑵
記
紀
歌

謡
の
文
学
史
的
意
義
に
つ
い
て
論
じ
た
も
の
（
五
編
）、
⑶
日
本
詩
歌
の
源

流
を
考
察
し
た
も
の
（
二
編
）、⑷
記
紀
歌
謡
の
用
字
法
に
つ
い
て
（
四
編
）、

⑸
万
葉
集
に
関
す
る
論
（
六
編
）。

（
（4
） 

青
丘
学
会
刊
行
の
「
青
丘
学
叢
」（
第
4
号
、一
九
三
一
・
五
）
の
「
彙
報
」

参
照
。

（
（1
） 「
新
興
」
に
収
録
さ
れ
た
、
民
謡
に
関
す
る
文
章
は
以
下
の
通
り
で
あ
る
。

金
在
喆
「
朝
鮮
民
謡
漫
読
」（
一
九
三
一
、
1
号
）、
李
在
郁
「
所
謂
「
山

有
花
歌
」
と
「
サ
ン
ユ
へ
」「
ミ
ナ
リ
」
の
交
渉
」、
趙チ
ョ

允ユ
ン

在ジ
ェ 

조
윤
제
「
嶺

南
女
性
と
そ
の
文
学
」（
以
上
、
一
九
三
一
、
1
号
）。
ま
た
、「
朝
鮮
語
文

学
会
報
」
に
は
つ
い
て
は
以
下
の
通
り
で
あ
る
。
Ｃ
・
Ｒ
「
民
謡
研
究
参

考
書
」（
一
九
三
一
、（
号
）、Ｋ
・
Ｃ
・
Ｃ
「
ア
リ
ラ
ン
と
世
態
」（
一
九
三
一
、

1
号
）、八
公
山
人
「
郷
土
研
究
一
瞥
」（
一
九
三
二
、1
号
）、李
在
郁
「
歌

謡
の
研
究
と
整
理
は
如
何
に
す
る
か
」（
一
九
三
二
、
4
号
）、
趙
允
済
「
朝

鮮
詩
歌
の
原
始
形
」（
一
九
三
三
、1
号
）。以
上
の
イ
ニ
シ
ャ
ル
の
中
で
、Ｃ
・

Ｒ
と
Ｋ
・
Ｃ
・
Ｃ
は
そ
れ
ぞ
れ
李
在
郁
と
金
在
喆
で
あ
ろ
う
。
そ
し
て
、

八
公
山
人
は
確
実
で
は
な
い
が
、
ユ
ジ
ュ
ン
ピ
ル 

유
준
필
は
李
在
郁
と
推

測
し
て
い
る
（「
형
성
기 

국
문
학 

연
구
의 

전
개
양
상
과 

특
성
」［
形
成
期

国
文
学
研
究
の
展
開
様
相
と
特
性
］、
ソ
ウ
ル
大
学
博
士
論
文
、
一
九
九
八
、

一
四
八
頁
）。

（
（1
）
朝
鮮
の
小
説
史
と
漢
文
学
史
の
著
者
で
も
あ
る
金
台
俊
の
場
合
は
、
李

在
郁
、
金
在
喆
に
後
れ
て
朝
鮮
歌
謡
と
民
謡
へ
の
関
心
を
示
し
た
。
卒
業

後
に
、「
新
興
」「
朝
鮮
語
文
学
会
報
」
な
ど
を
通
じ
て
の
、
朝
鮮
文
学
に

関
す
る
相
互
の
学
的
交
流
に
よ
る
も
の
で
は
な
い
か
と
考
え
る
。
特
に
金

台
俊
は
一
九
三
三
年
発
表
の
「
歌
謡
と
朝
鮮
文
学
」
と
、
そ
の
翌
年
発
表

の
「
朝
鮮
民
謡
の
概
念
」
に
お
い
て
、
紹
介
さ
れ
て
い
た
西
洋
の
民
謡
理

論
の
受
容
を
通
し
て
朝
鮮
民
謡
を
検
討
し
て
い
る
。
特
に
「
朝
鮮
民
謡
の

概
念
」
で
紹
介
し
た
西
欧
の
民
謡
理
論
と
し
て
は
、
ト
ー
マ
ス
・
Ｆ
・
ヘ

ン
ダ
ー
ソ
ン T

hom
as. F. H

enderson

のT
he Ballad in Literature

を
主
と
し
て
、
セ
シ
ル
・
Ｊ
・
シ
ャ
ー
プ Cecil. J. Sharp

のE
nglish 
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Folksongs

と
フ
ラ
ン
シ
ス
・
Ｂ
・
ガ
メ
ア Francis Barton Gum

m
er

のO
ld E

nglish Ballads

： T
he Beginning of Poetry 

な
ど
提
示
し
て

い
る
が
、
こ
れ
ら
も
高
木
の
「
国
文
学
特
殊
講
義
」
に
お
い
て
検
討
さ
れ

た
研
究
書
と
思
わ
れ
る
。

（
（1
） 

高
橋
と
京
城
帝
大
「
朝
鮮
語
学
・
朝
鮮
文
学
」
講
座
に
関
す
る
研
究
は
、

私
の
「
京
城
帝
大
「
朝
鮮
語
学
・
朝
鮮
文
学
」
講
座
―
高
橋
亨
を
中
心
に
」

（
二
〇
〇
三
）
参
照

（
（1
） 

そ
の
他
の
論
文
は
、「
文
学
」
に
三
編
、「
国
語
国
文
」
に
二
編
、
そ
し

て
「
国
語
と
国
文
学
」、『
上
代
日
本
文
学
講
座
』、『
国
文
学
と
日
本
精
神
』

（
藤
村
作
博
士
功
績
記
念
会
編
）、「
国
文
学 

解
釈
と
鑑
賞
」、「
短
歌
研
究
」、

『
万
葉
集
講
座
』
に
各
一
編
ず
つ
発
表
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
そ
し
て
、『
吉

野
の
鮎
』
に
は
収
録
さ
れ
て
い
な
い
が
、
京
城
帝
大
時
代
に
書
い
た
論
文

と
し
て
は
、
先
に
触
れ
た
「
民
謡
と
文
学
（
済
州
島
の
民
謡
か
ら
）」
の
他

に
、「
山
家
鳥
虫
歌
と
近
世
民
謡
の
一
面
」（
京
城
帝
国
大
学
編
『
日
本
文

化
叢
考
』（
京
城
法
文
学
会
第
二
部
論
纂
）
刀
江
書
房
、
一
九
三
一
）、「
朝

鮮
の
国
語
教
育
に
に
つ
い
て
」（
京
城
帝
国
大
学
編
『
京
城
帝
国
大
学
創
立

十
周
年
記
念
論
文
集　

文
学
篇
』
大
阪
屋
号
書
店
、
一
九
三
五
）
な
ど
、

僅
か
三
編
し
か
な
い
。

（
（1
） 「
青
丘
学
会
会
則
」（「
青
丘
学
叢
」
第
（
号
、
一
九
三
〇
・
八
）
参
照
。

（
11
） 「
類
化
性
能
」
と
「
別
化
性
能
」
と
い
う
こ
と
ば
は
、
元
来
折
口
信
夫
が

『
古
代
研
究
』
で
比
較
能
力
に
関
し
て
述
べ
た
も
の
で
あ
り
、
折
口
自
身
は

「
類
化
」
を
方
法
と
す
る
傾
向
が
あ
る
と
診
断
し
た
。
そ
れ
と
比
較
し
て
、

方
法
論
的
に
対
極
に
あ
る
も
の
が
高
木
の
方
法
論
で
あ
る
と
西
郷
は
指
摘

す
る
。
し
か
し
、
そ
れ
は
、
民
俗
学
に
お
け
る
類
型
化
作
業
、
ま
た
は
類

同
性
の
発
見
と
、
個
別
（
民
族
単
位
）
文
学
に
お
け
る
固
有
の
独
自
性
の

発
見
と
い
う
、
も
と
も
と
の
方
法
的
差
異
で
あ
る
の
か
も
し
れ
な
い
。

（
1（
） 

こ
れ
に
関
す
る
議
論
は
、
デ
イ
ヴ
ィ
ッ
ド
・
バ
イ
ア
ロ
ッ
ク
「
国
民
叙

事
詩
の
発
見
―
近
代
の
古
典
と
し
て
の
『
平
家
物
語
』」（
シ
ラ
ネ
、
鈴
木

編
一
九
九
九
）
参
照
。

（
11
） 

日
本
「
国
文
学
史
」
の
形
成
と
性
格
を
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
と
の
歴
史
的

関
係
か
ら
考
察
し
た
中
山
昭
彦
「〈
文
学
史
〉
と
ナ
シ
ョ
ナ
リ
テ
ィ
ー
」

（
二
〇
〇
二
）
参
照
。

（
11
） 

こ
の
点
は
、
先
に
高
木
が
記
憶
の
中
の
朝
鮮
人
学
生
た
ち
に
つ
い
て
取

り
上
げ
た
と
き
、
朝
鮮
人
学
生
た
ち
が
民
族
愛
・
愛
国
的
な
理
念
を
志
向

し
て
い
た
と
紹
介
し
た
彼
の
態
度
と
も
関
連
が
あ
る
と
言
え
る
。
自
民
族

以
外
の
民
族
に
対
す
る
距
離
感
ま
た
は
絶
縁
の
認
識
が
、
日
常
の
朝
鮮
に

つ
い
て
の
高
木
の
記
憶
に
も
、
学
問
の
上
に
も
同
様
に
表
れ
た
も
の
と
見

ら
れ
る
。
し
か
し
、
問
題
は
そ
れ
自
体
が
持
つ
意
味
で
あ
る
。
彼
も
そ
の

意
味
を
知
っ
て
い
た
の
で
、
亡
く
な
る
直
前
の
イ
ン
ン
タ
ビ
ュ
ー
「
わ
た

し
の
懺
悔
録
」
で
、「
わ
た
し
も
ま
た
植
民
政
策
の
片
わ
れ
と
し
て
の
責
任

を
免
れ
る
こ
と
が
で
き
な
い
と
い
う
こ
と
を
あ
ら
た
め
て
感
じ
て
い
る
と

い
う
こ
と
を
、
懺
悔
し
た
か
っ
た
ま
で
で
す
」
と
告
白
す
る
（
高
木
述
・

深
萱
録
一
九
七
六
：
八
六
頁
）。

（
14
） 
こ
こ
に
当
時
記
述
さ
れ
た
文
学
史
を
列
挙
し
て
み
よ
う
。
国
文
学
会『
国

文
学
史
』（
一
九
四
八
）、李イ

明ミ
ョ
ン

善ソ
ン 

이
명
선
『
朝
鮮
文
学
史
』（
一
九
四
八
）、

金キ
ム

思サ

燁ヨ
プ 
김
사
엽
『
朝
鮮
文
学
史
』（
一
九
四
八
）、
趙チ

ョ

潤ユ
ン

濟ジ
ェ 

조
윤
제
『
国
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文
学
史
』（
一
九
四
九
）
が
あ
る
。
特
に
国
文
学
会
は
、
方バ

ン

鍾ジ
ョ
ン

鉉ヒ
ョ
ン 

방
종

현
（
六
回
）、
鄭
ジ
ョ
ン

鶴ハ
ク

謨モ 

정
학
모
（
七
回
）、
具ク

滋ジ
ャ

均ギ
ュ
ン 

구
자
균
、
金キ

ム

亨ヒ
ョ
ン

奎ギ
ュ 

김
형
규
、
孫ソ

ン

洛ナ
ム

範ボ
ム 

손
낙
범
、
鄭

ジ
ョ
ン

亨ヒ
ョ
ン

容ヨ
ン 

정
형
용
（
以
上
、
八
回
）、
固コ

定
ジ
ョ
ン

玉オ
ク 

고
정
옥
（
一
一
回
）
ら
、
京
城
帝
大
出
身
者
が
、
一
九
四
八
年
六
月
に

大
学
教
材
の
製
作
の
た
め
に
組
織
し
た
会
で
あ
る
。
彼
ら
の
よ
う
な
京
城

帝
大
出
身
者
が
先
駆
的
に
「
国
文
学
史
」
を
執
筆
し
た
と
い
う
点
と
、
そ

れ
が
大
学
教
材
の
た
め
に
記
述
さ
れ
た
と
い
う
点
に
極
め
て
重
要
な
意
味

が
あ
る
。
自
分
た
ち
が
修
学
し
た
京
城
帝
大
「
国
文
学
」
講
座
の
影
響
の

も
と
、「
国
文
学
科
が
制
度
化
さ
れ
る
必
要
性
」
を
誰
よ
り
も
早
い
時
期
に

主
張
し
た
彼
ら
は
、
そ
の
た
め
「
国
文
学
史
」
と
命
名
し
、
こ
れ
を
執
筆

で
き
た
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
の
他
の
著
者
た
ち
も
、
趙
潤
濟
（
一
回
）
は

も
ち
ろ
ん
、
金
思
燁
（
一
〇
回
）
と
李
明
善
（「
支
那
文
学
」
講
座
、
一
二

回
）
も
京
城
帝
大
の
卒
業
生
で
あ
っ
た
。
そ
の
う
ち
、
金
思
燁
と
李
明
善

が
国
文
学
史
と
は
言
え
ず
「
朝
鮮
文
学
史
」
と
言
っ
た
の
は
、
ま
さ
に
過

去
の「
国
文
学
史
＝
日
本
文
学
史
」の
記
憶
の
た
め
で
あ
る
。
金
思
燁
は「
朝

鮮
文
学
史
」
を
、一
九
五
四
年
に
改
稿
す
る
時
、初
め
て
『
改
稿
国
文
学
史
』

（
正
音
社
、
一
九
五
四
）
と
命
名
し
た
。

資
料京

城
帝
国
大
学
編
『
京
城
帝
国
大
学
一
覧
』

青
丘
学
会
編
「
青
丘
学
叢
」

高
木
市
之
助
「
朝
鮮
の
自
然
に
就
て
」「
真
人
」
第
1
巻
第
1
号
、
一
九
二
九・七

高
木
市
之
助
「
朝
鮮
の
国
語
教
育
に
つ
い
て
」『
京
城
帝
国
大
学
創
立
十
周
年

記
念
論
文
集 

文
学
篇
』（
京
城
帝
国
大
学
文
学
会
論
纂
第
六
輯
）、
大
阪
屋

号
書
店
、
一
九
三
六
・
一
〇

高
木
市
之
助
「
大
東
亜
建
設
と
国
語
国
文
学
の
あ
り
か
た
」
日
本
諸
学
振
興
委

員
会
編
「
日
本
諸
学
」
第
4
号
、
一
九
四
三
・
一
〇

高
木
市
之
助
『
国
文
学
五
十
年
』
岩
波
新
書
、
岩
波
書
店
、
一
九
六
七

高
木
市
之
助
述
、
深
萱
和
男
録
『
尋
常
小
学
国
語
読
本
』
中
公
新
書
、
中
央
公

論
社
、
一
九
七
六

高
木
市
之
助
『
高
木
市
之
助
全
集
』
第
一
巻
、
講
談
社
、
一
九
七
六

高
木
市
之
助
『
高
木
市
之
助
全
集
』
第
九
巻
、
講
談
社
、
一
九
七
七

高
木
市
之
助
『
高
木
市
之
助
全
集
』
第
一
〇
巻
、
講
談
社
、
一
九
七
七

　
　
　
　
　
　

＊

芳
賀
矢
一
『
国
文
学
史
十
講
』
冨
山
房
、
一
八
九
九

芳
賀
矢
一
『
国
学
史
概
論
』
国
語
伝
習
所
、
一
九
〇
〇

芳
賀
矢
一
「
国
文
読
本
緒
論
」、「
国
学
と
は
何
ぞ
や
」『
明
治
文
学
全
集
44　

落
合
直
文
・
上
田
萬
年
・
芳
賀
矢
一
・
藤
岡
作
太
郎
』
筑
摩
書
房
、
一
九
六
八

藤
岡
作
太
郎
『
国
文
学
全
史　

平
安
朝
篇
』
東
京
開
成
館
、
一
九
〇
五
、
平
凡

社
、
一
九
七
一
～
一
九
七
四

参
考
文
献

池
田
彌
三
郎
「
解
説
」『
高
木
市
之
助
全
集
』
第
九
巻
、
講
談
社
、
一
九
七
七

内
野
吾
郎
『
文
芸
学
史
の
方
法
―
国
学
史
の
再
検
討
―
』
桜
楓
社
、
一
九
七
四

折
口
信
夫
『
古
代
研
究
』
第
一
部
民
俗
学
篇
一
、二
、
第
二
部
国
文
学
篇
、
大

岡
山
書
店
、
一
九
二
九
～
一
九
三
〇
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風
巻
景
次
郎
「
芳
賀
矢
一
と
藤
岡
作
太
郎
」「
文
学
」
第
11
巻
第
（（
号
、一
九
五
五 

・

一
一
。

鹿
野
政
直
『
日
本
近
代
の
民
間
学
』
岩
波
新
書
、
岩
波
書
店
、
一
九
八
三

西
郷
信
綱
「
解
説
」『
高
木
市
之
助
全
集
』
第
一
巻
、
講
談
社
、
一
九
七
七

ハ
ル
オ
・
シ
ラ
ネ
、
鈴
木
登
美
編
『
創
造
さ
れ
た
古
典
─
カ
ノ
ン
形
成
・
国
民

国
家
・
日
本
文
学
』
新
曜
社
、
一
九
九
九

中
山
昭
彦
「〈
文
学
史
〉
と
ナ
シ
ョ
ナ
リ
テ
ィ
ー
─
猥
藝
・
日
本
人
・
文
化
防

衛
論
─
」『
近
代
知
の
成
立
』
岩
波
講
座
近
代
日
本
の
文
化
史
、
岩
波
書
店
、

二
〇
〇
二

ロ
ラ
ン
・
バ
ル
ト
『
表
徴
の
帝
国
』
宗
左
近
訳
、
ち
く
ま
学
芸
文
庫
、
筑
摩
書

房
、
一
九
九
六

藤
井
貞
和
『
国
文
学
の
誕
生
』
三
元
社
、
二
〇
〇
〇

ユ
ジ
ュ
ン
ピ
ル 

유
준
필
「
형
성
기 

국
문
학 

연
구
의 
전
개
양
상
과 

특
성
」［
形

成
期
国
文
学
研
究
の
展
開
様
相
と
特
性
］、
ソ
ウ
ル
大
学
博
士
論
文
、
一
九

九
八

　
　
　
　
　
　

＊

朴
光
賢
「「
京
城
帝
国
大
学
」
の
文
芸
史
的
な
研
究
の
た
め
の
試
論
」「
한
국
어

문
학
연
구
」［
韓
国
語
文
学
研
究
］
第
1（
集
、
一
九
九
九

朴
光
賢
「
京
城
帝
大
「
朝
鮮
語
学
・
朝
鮮
文
学
」
講
座
―
高
橋
亨
を
中
心
に
」「
한

국
어
문
학
연
구
」［
韓
国
語
文
学
研
究
］
第
11
集
、
二
〇
〇
三

（
パ
ク
・
グ
ァ
ン
ヒ
ョ
ン
／
東
国
大
学
校
国
文
学
科
教
授
）

〔
編
集
人
付
記
〕
本
論
文
は
、
朴
光
賢 

박
광
현
「
식
민
지 

조
선
에 

대
한
‘
국

문
학
’의 

이
식
과 

다
카
기 

이
치
노
스
케
（
高
木
市
之
助
）」［
植
民
地
朝
鮮

へ
の
「
国
文
学
」
の
移
植
と
高
木
市
之
助
］」（「
日
本
學
報
」
五
九
輯
、

二
〇
〇
四
・
六
）
の
日
本
語
訳
で
あ
る
。
植
民
地
朝
鮮
に
お
け
る
高
木
市
之

助
に
関
す
る
韓
国
側
か
ら
の
貴
重
な
研
究
成
果
で
あ
り
、
著
者
の
朴
光
賢

氏
の
ご
許
可
を
賜
り
、
日
本
語
訳
を
本
誌
に
掲
載
し
た
。
朴
光
賢
氏
の
ご

厚
意
に
記
し
て
謝
意
を
表
し
た
い
。
日
本
語
訳
は
、キ
ム
ド
ン
ヨ
ッ
プ
さ
ん
、

韓ハ
ン

珉ミ
ン

熙ヒ
ー

さ
ん
、
韓ハ

ン

現ヒ
ョ
ン

旭ウ
ク

さ
ん
（
青
山
学
院
大
学
生
）
に
作
成
し
て
も
ら
い
、

小
松
靖
彦
が
朴
光
賢
氏
の
博
士
論
文
「
京
城
帝
国
大
学
と
「
朝
鮮
学
」」（
名

古
屋
大
学
大
学
院
、
二
〇
〇
三
）
を
参
照
し
つ
つ
日
本
語
を
整
え
た
。
そ

れ
を
最
終
的
に
、韓ハ
ン

京キ
ョ
ン

子ジ
ャ

氏
（
青
山
学
院
大
学
教
授
）
に
確
認
し
て
も
ら
っ

た
。
韓
京
子
氏
に
は
、
朴
光
賢
氏
の
博
士
論
文
の
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
公
開

情
報
を
御
教
示
賜
り
、
ま
た
掲
載
許
可
な
ど
、
朴
光
賢
氏
と
の
交
渉
に
つ

い
て
も
多
大
な
る
ご
支
援
を
賜
っ
た
。
な
お
、
原
論
文
の
年
号
な
ど
の
誤

り
を
訂
正
し
た
。
引
用
文
の
情
報
を
補
っ
た
箇
所
も
あ
る
。
ま
た
、
読
者

の
便
を
考
え
〔　

〕
で
小
松
が
こ
と
ば
を
補
っ
た
と
こ
ろ
が
あ
る
。


